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♦このたびはシアターラックシステムをお買い上げいただ 
さまして、まことにありがとラございました。 

• この商品をま全に正しく使用していただくために、お使 
いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり十分に 
理解してください。 

• お読みになったあとは、ぶ、要なときすぐに取り出せるよ 
ラに大切に保管してください。 

^保証書付-^ 

保証書はこの取扱説明書の8已ページについていま 
すので、お買い上げ曰、販売店名などの記入をお確 
かめ < ださい。 
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H ご mi 


♦テレビの u モコン]つで、レグヴリン 
ク対応テレビとのシアターラックシス 
テムを実現（レグヴリンク）。 

♦ 3 .Ich スピーカーにより、サラウン 
ドの効いたホームシアターを実現。 


• センタースピーカーにより明瞭なセ U 
フを再現し、感動的な映画再生を演出。 
• RI ドックにのせた iPod を操作でさる 
など、 RI 機能のあるオンキヨー製品 
と接続可能。 
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はじめに 

♦本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

♦本書の内容に関して、将来予告なしに変更することびあります。 

• 本書の説明用画面は、実際の画面と字体や形状び異なっていたり、一部を省略している場合びあります。 
あらかじめご了承ください。 

• 本書の内容は万全を期しておりますび、万一ご不審な点やお気づさの点びございましたら、弊杜まで 
ご連絡 < ださい。 


連絡先 

東芝エルイートレーディングヴポートセンター 
01 S0-28-0488 







安全上のご注意 


必ずお守り<ださい 


♦製品の本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人へのを害と財産の損害を未然に防ざ、 
を全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容(表示•図記号)をよく 
理解してか 5 本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


表示の説明 


A 警告 
A ま意 


"取扱いを誤った場合、使用者び死こまたは重傷(*1 ) を負ラことび想定され 
なことを术します。 


"取扱いを誤った場合、使用者び軽傷(*2)を負ラことび想定されるか、また 
は物的損害(*3)の発生び想定されること"を示しまず。 


*1 :重傷とは失明やけび、やけど(高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るをのおよびミ台 
療に入院-長期の通院を要するをのをさしまず。 

*2 :軽傷とは、ミ台療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 :物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 


図記号の説明 


0 

禁止 


( S ) は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しまず。 



指示 


•は、指おする行為の強制(必ずすること）をおします。 

具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しまず。 


A 

ま意 


A な、迁意を术します。 

具体的なを意内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しまず。 


■ 免責事項について 

♦地震•雷-風水害および当社の責任政外の火災、第兰ちによる行為、その他の事故、お客様の故 
意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任 
を負いません。 

♦本製品の使用または使用不能か b 生ずる付随的な損害(事業利益の損失、事業の中断、記憶内容 
の変化-消失など）に関して、当社は一切責任を負いません。 

♦取扱説明書の記載内容を守 b ないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 
• 当社び関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関 
して、当社は一切責任を負いません。 

• 製品の故障により正常に録音-録画でさなかったことによって生じた損害 （C D レンタル料等）に 
関して当社は一切責任を負いません。 

大事な録音 • 録画をするとさは、あらかじめ正しぐ録音 • 録画でさることを確認の上、録音 • 録画 
を行って< ださい。 
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安全上のごま意（つづさ) 


_ A 警告 _ 

かぉけ 

〇 異常-故障時にはすぐに使用を中止する 

•火災•感電-けびの原因になります。 

指示-ずぐに電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店または東芝エルイートレーディングサポ 
ートセンターに点検.修理を依頼して<ださい。 

<異常.故障例> 

♦発煙、変なにおいや音がする 
• 本機の内部に水や異物が入った 
♦倒したり、落としたりして破損した 
♦電源コードが痛んだ0、電源プラグが発熱した 

0 分解•改造•修理しないカバーもはずさない 

-火災、感電、故障、けびの原因になります。 

禁止 


0 通風孔をふさがない 

-火災-やけどの原因になりまず。 

禁止 < 事例> 

♦押し入れや本箱など通気性の悪い狭い所に設置して使用しない 

♦(本機の天面、横か 520 cm な上、背面から 10 cm な上のスペースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 巧やテーブルク□スをかけない 
• ふとんの上に置いて使用しない 

• 通風孔が完全にふさがれてしまラようなサイズの製品を置かない 

0 本機の上や近くに、花びん、コップなどの液体の入った容器やクリップなど 
の金属類を置かない 

禁止-液体びこぼれたり、金属類び落ちて内部に入った場合、火災•感電-故障の原因になります。 

0 長時間音がひずんだ状態で使わない 

-アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の原因になりまず。 

禁止 


接触禁止 


雷が鳴りだした5本機、接続機器、接続コード、電源プラグに触れない 

-感電の原因になります。 
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〇 乾電池を取り扱うときは、つざのことを守る 

• 指定 L ソがの電池は使用しない 
指示 ♦ 極性表示、+と一を間違えて挿入しない 

♦巧電-加熱-分解•ショートしたり、乂の中に入れない 

• 乾電池に表示されている r 使用推奨期限」を過ぎたり、使い切った乾電池は入れておかない 
• 種類の違ラ乾電池、新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用しない 
• 長時間使用しないとさは、本体から乾電池を取り出す 
♦水にめ5したり、めれた手で触れない 

• 使用済みの電池は接点部分にテープを貼って絶縁し、一般廃棄物として各自治体の指示に 
したがって廃棄する 

• 電池の漏液に触れたときは、水でよく洗い流す 

-発熱-液をれ-破裂などにより、やけど-けびの原因になります。 


電源プラグ•電源コード 


0 コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、高温部に近づけたり、熱器具に近づけたり、物をのせたり、挟み込ん 
な止 だり、加工したりしない 

-コードび破損し、火災•感電の原因になります。 

〇 電源プラグは定期的に掃除する 

-電源プラグにほこりなどびたまっていると、火災の原因になります。 

指示 •電源プラグを抜いて、乾いた布でほこりを取り除いて<ださい。 

〇 表示された電源電圧(交流100ボルト)で使用する 

-本機を使用できるのは日本国内のみです。 

指示-表示された電源電圧し U 外で使用ずると、火災-感電の原因になります。 

0 めれた手で電源プラグを巧さ差ししない 

-感電の原因になります。 

〇 電源プラグは根元まで確実に差し込む 

-感電-ショート-発火の原因になります。 

指示 


〇 長時間 （1 力月 1 U 上）使用しない場合やお手入れのとさは、電源プラグをコン 
セントか5巧く 

指示 • 火災-感電の原因になります。 

〇 付属の電源コードを使用ずるまた、付属の電源コードは本機 1 U がの機器に 
は使用しない 

指示-事故-故障の原因になります。 
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安全上のごま意（つづさ) 


電源プラグ•電源コード 


〇 電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ない 

-コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

指示 


0 電源プラグを電源コンセントに接続したまま、本機の電源入力端子か5電源 
コードを巧いたり、つないだりしない 

禁止 •感電の原因になります。 


A 注意 


■巧ミミけ 


0 

禁止 


ガラスに傷をつけたり、衝撃を与えない 

-割れてけびの原因になります。 


〇 音量にミち意する 

-突然大さな音び出てスピーカーを破損したり、聴力障害などの原因になります。 

指示 


0 キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけ 
ない 

-磁気の影響でキャッシュカードやフ□ッピーディスクび使えな<なったり、データび消失 
することびありまず。 


0 

接触禁止 


本機の通風孔付近を触5ない 

-やけどの原因になります。電源び入っているときや、電源を切った後しばらくは、通風孔 
付近は放熱のため高温にな0ます。 


〇 定期的に機器内部の掃除を行ラ 

-本機の内部にほこりびたまったまま使用していると火災-故障の原因になりまず。 
指示-内部清掃については、販売店にご相談ください。 


0 ラックの上に乗ったり、座ったりしない 

-落ちたりしてヶガの原因になりまず。 

禁止-特にルさなお子様にはごを意ください。 



0 コードを傷つけたり、無理に巧げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、高温部に近づけたり、熱器具に近づけたり、物をのせたり、挟み込ん 
な止 だり、加工したりしない 

-コードび破損し、火災•感電の原因になります。 
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A 注意 



〇 本機は非常に重いので、組み立ては必ず2人 1 U 上で行う 

-不十分な組み立てちをすると、強度び保てず、機器び倒れたりして故障やけびの原因にな 
但= 0ます。 


0 本機の天板に 60 k 呂 1 U 上の重いものや外枠か5はみ出るよラな大さなものを 
置かない 

^止 •バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因になります。また、本機に乗ったり、 
ぶら下びったりしないでください。 

〇 テレビを設置ずる場合、転倒防止を行ラ 

-転倒してけびの原因になりまず。 

指示 


〇 配線コードに気をつける 

•配線された位置によっては、つまずいたり、引っかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因になります。 


■续卽通 

〇 移動時は電源プラグや接続コードをはずす 

-コードび傷つさ火災-感電の原因になります。 

指示 


〇 移動させる場合は、指定された場所を持ち、ゆっくり動かす 

-落下や転倒して、けびの原因になります。 

指示-収納している機器をすべて取り出して移動させてください。 


0 本機の上にものを乗せたまま移動しない 

-落下や転倒して、けびの原因になります。 

禁止 
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安全上のごま意（つづさ） 

テレビの設置について _ 

0 天板-棚板-底板には指定した質量異常の機器は設置しない 

-質量を越えて長期間使用されまずと破損してけびの原因になります。 
禁止 .天 板 60k 邑 棚板 20k 邑 底板 20k 邑 


〇 設置作業は2人 1 U 上で行なラ 

-腰をいためたりけびの原因になります。 

• 指詰めにをミ主意してぐださい。 

0 高い場所、水平 1 U がの場所、振動や衝撃の起こる場所、本機よりちルさな物 
の上には置かない 

禁止-落下したり転倒してけびや機器の故障の原因になりまず。 

1. ご使用になるテレビを、本機の天板の中央に設置してください。 

2. テレビの設置する位置を調整ずる際は、テレビを持ち上げて行ってください。引さずると天板を傷つ 
けることびあります。 

テレビの底面や薄型テレビの台座び、天板よりはみ出したり、片寄った載せかたをしないようにしてく 
ださい。倒れたり、破損してけびの原因となることびあります。 


テレビの転倒防止処置について 

地震やおテ様びよじ登ったりして転倒しけびをすることびあります。 

転倒防止バンドでテレビとラックを固定してください。 

移動するときのご注意 

本機を移動するときは、収納している機器をすべて取り出してください。 

必ず2人け上で下図の矢印部に手をかけて、持ち上げて移動してください。 

ガラス棚や底板は固定されていませんので、持たないでください。 

移動は持ち上げて行って<ださい。引さずると床に傷びつ<恐れびあります。 

サランネットに大さな力を加えると、サランネットび壊れることびあります。 

お手入れについて 

製品の表面は時々柔らかい布でからぶさしてください。巧れびひどいとさは、中性洗剤をラすめた液に、 
柔らかい巧を浸し、固<絞ってミちれをふさ取ったあと乾いた巧で仕上げをしてください。固い巧や、シ 
ンナ ー、 アルコールなど揮発性のものは、ご使用にならないでください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書さなどをお読みください。 

スピーカーのサランネットにほこりびついたとさは、掃除機で吸い取るかブラシをかけるとよくほこり 
を取ることびでさます。 
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各部のなまス 

本体 


前面 


フ□ントが-為^ 


r ヴブウー/V— 




〇 




溫ントスピ-力- 




センタースピーカー 


>- 表示•操作部 
キヤスター/キヤスター座 




操作部 


さボタンの機能については、 XX ページの U モコンの説明をご覧くださし、。 
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各部のなまえ(つづき) 


表示部 


SLEEP 表示—— 

ス U —プタイマーび設定 
されているとさに点灯し 
ます。 


5ユーティング 

消音 ( muting ) 表示 

三ユーティングが働いて 
いるとさに点灯、または 
点滅します。 


ILAAC DSD nOD + HD 
- •PCM HDMil 


PTfl hd mstr hr exp 

一一 J ES 96/24 Neo:6 


入力音声表の 

入力または選択されている音声の 
種類を表示します。 


□ □PLExEX I 
DSP STEREO 


DIRECT T-D 


SLEEP 
MUTING < 


多目的表示部 

入カソースと音量を表をします。 

U モコンの表示ボタンを巧すと、 
入力されている信号のフオーマット 
や U スニングモードを表示します。 


入力信号表示 


デジタル入力信号フォーマット/ 
リスニングモード表示 

入力されているデジタル信号の種類 
および1」スニングモードを表示します。 


表示 

入力信号 

PCM 

PCM 

□□□ 

Dolby Digital 

P~rn 

DTS 

AAC 

AAC 

□□ D+ 

Dolby Digital Plus 

□□HD 

Dolby TrueHD 

丘因 EXP 

DTS Express Audio 

ESHD HR 

DTS-HD High Resolution Audio 

Eg HD MSTR 

DTS-HD Master Audio 

DSD 

Direct Stream Digital 

T-D 

Theater-Dimensional 


背面 



接続部 
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接続部 


HDMI 入力端子 

接続した機器か6デジタル映像信号と 
デジタル音声信号を入力する端子です。 


同軸入力 （ COAXIAL ) 端子 

デジタル信号の入力端子です。 

市化の同軸デジタルケープルをほ用して 
デジタル再生機器を接続します。 


HDM I 出力端子 

本機からデジタル映像 (I 
出力する端子です。設定によ0、デジタル 
音青信号ち同時に出力することびでをます。 

電源 AC 1 QOV 入力端子 

付属の電源コードを接続します。 



RI リモートコント□-ル端子 

RI 端子付製品と接続し、連動さはる 
ための端子です。 

RI ケープルの接続巧 < ではシステム 
として働をまはん。才ーデイオ用ピン 
コードち正しく接続してください 


光デジタル入力端子 

デジタル音青の入力端子 
です。 

付属のがデジタルケーブル 
を使用して、デジタル再生 
機器を接続します。 


^ヴラウンドバック端モ 
をちサラウンドパック 
スピーカーをパワーアンプ 
などを経由して、接続する 
端子です。 


放熱用フアン 
本巧内部の温度び上昇 
したとをに、フアンび 
回 D ます。 


か部入力端子 

才ーデイオ用ピンコードでビデオデッキなど 
のか部 （ AUX ) 出力（アナログ）端子と 
接続します。 


スピーカー 端モ 

をちサラウンド スピーカーを 
接続する端子です。 

をちフロントスピーカーおよび 
センタースピーカーとは、すでに 
接続してあ日ます。 


音声出力 


声入力 


デジタ朴入力 


スピーカー 


HDMI 
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民るボタン 

設^中にひとつ前の項目 
に戻ります。 


消音ボタン 

音量を一時的にルさ< し 
ます。 


ス U —プボタン 

ス IJ ープタイマーを設定 
します。 


明るさボタン 

表お部の明るさを切り 
換えます。 


テスト!''ーンボタン 

各スピーカーからテスト 
音び出力されます。 


-表示ボタン 

表示部の表示を切り換え 
ます。入力信号の種類や 
1」スニングモードを確認 
することびでさます。 


TOSHIBA 



各部のなまえ(つづき) 

リモコン 

電源ボタン- 

電源のスタンバイ/オン 
を切り換えます。 


設定ボタン- 

押すと、各種設定モードに入 
ります。また、3秒];(上長押 
しして、デジタル入力を固定 
することちでさます。 


チャンネル選択ボタン ー 

レベルを設定するスピー 
カーを遺びます。 


▲ /▼/◄/►/ 決定ボタン」 

各種設定をしているとさに、 

▲ /▼/◄/ ►ボタンで項目や 
数値を遺びます。中央の決定 
ボタンを押すと、選んだ内容 
を確定します。 


音量 ▲/ ▼ボタン- 

音量を調整します。 


リスニングモード◄/►ボタン」 

1」スニングモードを遺びます。 


入力切換イ/►ボタン 

入力を切り換えます。 








とレ0 
ンいクす 
夕た ツま 
"かみ-二え 
ドしナ換 
-楽イり 
モでダ 切 
卜量、を 
V 音にジ 
ナルき ン 
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電池を入れるとき 



る。 



単3お乾電池2本をプラス©、 
マイナス©を間違えないよラに 
入れる。 



ご注意 

• 指定ながの電池を使用しないでください。 

• 電池の極性（©と©)は正しく入れてくださし'1。 


リモコンの使い方 


本体の U モコン受光部の正面から約已メー トル、左ち30度の範囲内でお使いください。 



正しく動作させるために 

次のような場合、 U モコンび正しく動作しないことびあります。 
• 本体と U モコンの間に障害物びあるとさ。 

• U モコン受光部に直射日光などの強い光び当たっているとさ。 


(つづく) 
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各部のなまえ(つづき) 


付属品 
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設置と収納 


キヤスターの取りつけ 


キャスターの取りつけ 

床にやわらかい巧などを敷いて、ラックを背面側 
に倒し、図のよラにキャスターを取りつけます。 
シアターラックび動かないよラに、キヤスターの 
下にキャスター座を敷さます。 



キャスターの向さ 

キャスターびはみ出さないよラに、キャスターを 
内向さにして< ださい。 


巧向を 



ご注意 

• 設置作業は2人な上で行ってください。 

• 不安定な場所を避けて設置してください。 

♦不安定な場所では、キャスターを取りつけないでください。 
(畳、毛の長いじゅラたんの上、やわらかい床材の上など） 


テレビの設置 


♦テレビの推奨サイズは42 V 形け下です。 

♦テレビは天板よりはみ出さないよう、中央に設置してください。 



中央 


Q 


中央 


ご注意 

♦機器を設置したあとでケーブルを接続してください。 

♦機器の取扱説明書に放熱や通風に関する事項が記載されている場合には、通気を確保して設置し 
て < ださい。 


(つづく）15 










































































設置と収納(つづさ) 


転倒防止のしかた 


じ(下に記載した転倒-落下防止のしかたは、けびなどの危害の軽減を意図したをのですび、すべての地 
震に対してその効まを保証ずるをのではありません。 


①転倒防止バンドを使用してシアタラック 
システムに固定するとさ 

♦スタンド底面の転倒防止バンドを後方に回転さ 
せて、シアタラックシステム本体の背面にネジ(市 
販品)で固定してください。 

《後ちには倒れます。固定後は台を壁などに近づ 
けて設置し、ルさなおモ様びはいれないよラに 
して < ださい。 



⑨壁またははなどに固定ずるとき 

♦スタンド背面のフックと 付属の ク U ップを使用し、 
確実に支持でさる壁または柱などを選び、丈夫 
なひをで固定してください。 

•ク U ップはスタンド背面のフックと同じくらい 
の高さの場所にネジ(市販品)で取0付けて < だ 
さい。 

《針金や鎖など金属製のちのは、瞬間的な衝撃に対 
する柔軟性び乏しく、本機や柱などの取付部分び 
破損する原因となるので使用しないで<ださい。 

※移動ずるとさは、ひををはずしてください。 

テレビ背面 



柱または 
>丈夫な壁に固定 

ネジ（巿販品） 
L =1 巨〜 20 mm 

クリップ 

丈夫なひち 

フック 


③固定用のネジ(巿販品）について 


♦下図を参考に、固定する場所の状況に応じて、しっかりと固定でさる長さのタッピングネジや木ネジ 
をご使用ください。 

♦頭の形状び包:ナベ、か丸のネジは、固定部の変形-破損防止のためにワッシャーを併用してください。 
• 頭の形状び©:ラッパ、©:皿のネジは使用しないでください。 

♦ネジの太さは、公称 3.8 〜 4.1 mm のをのをご使用ください。 





ごミ主意 

♦プラスドライバーを用意してください。 

♦をった転倒防止バンドなどはテレビ内部やコンセントに入5ないようテープなどでまとめてくだ 
さい。 

♦テレビによっては本図のよラに取りつけでをないちのがあります。その場合はテレビの取扱説明 
書に従い、転倒防止対策をしてください。 
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機器の設置 


上段と下段のそれぞれ左ちに設置することびでさます。 




壁に近づけて機器を設置するとケーブルび壁面に当たり、ケーブルや機材に負担びかかり故障や動 
作不良の原因となりまず。図のよラに離して設置して<ださい。 


ごミち意 

♦機器を設置したあとでケーブルを接続してください。 

♦機器の取扱説明書に放熱や通風に関する事項び記載されている場合には、通気を確保して設置し 
て < ださい。 
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増設 スピーカーを 接続す る 


ホームシアターを 楽むための スピーカーの 使いかた 


再生する信号や、スピーカーの数、 DTS やドルビーデジタル再生、リスニングモードを選ぶことびで 
さます。これによって、音の立体感、移動感を実現し、家庭で簡単に劇場やコンサートホールさなびら 
の臨場感あ兩れる音響効果をお楽しむことびでさます。 

スピーカーの 数と用途 

• 3 つの場合(標準システム）： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカーとして使用します。（3.]チヤンネルサラウンド） 

•曰つの場合(拡張システム）： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカーとして使用します。 

(己.1チヤンネルサラウンド） 

• 6 つの場合(拡張システム）： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、サラウンドバックスピー 
カーとして使用します。（6.]チヤンネルサラウンド） 

• 7 つの場合(拡張システム）： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、左ちサラウンドバックス 
ピーカーとして使用します。（7.]チヤンネルサラウンド） 


シアタラツクシステム 


テレビ 


] 


フ□ント 
を 

スピーカー 


ヴプウー 
ファ- 


センター 
スピーカー 


サブウー 
ファ- 


フ □ント 
ち 

スピーカー 


サラウンド ?w サラウンド 

ちスピーカー へ^ 人 A ちスピーカー 



5.1 チヤンネルの 配置例 


シアタラツクシステム 


テレビ 


] 


フ□ント 
ち 

スピーカー 


サブウー 
ファー 


センター 
スピーカー 


サブウー 
ファ- 


フ □ント 
ち 

スピーカー 



をスピー カー ちスピーカー 


7.1 チャンネルの 配置例 

(サラウンドバックスピーカーを使用 
する時は、別途アンプび必要です。） 


7つのスピーカーを接続すると最ち理想的なサラウンド効果を得ることびでさます。しかし、サラウン 
ドスピーカーびないとさは、サラウンドスピーカーから出力される音声を他のスピーカーに最適に配分し、 
現在のスピーカー構成で可能なサラウンド効まを最大に引さ出します。 

サブウーファー(本機に内蔵しています） 

低音のみを出力し、迫力ある重低音効果を最大限に発揮します。 

左ちフ□ントスピーカー(本機に内蔵しています） 

総合的に音声を出力しまず。ホームシアターの柱となり、音場をしっかりと整える役割を果たします。 
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センタースピーカー(本機に内蔵しています） 

左ちフ□ントスピーカーの音響効果や音の動さを明確にして、より豊かなサウンドイメージを作りまず。 
映画ではとくにセ U フび出力されまず。でさるだけ画面の近くで、視聴ちの耳に向くよラに配置してく 
ださい。左ちフ□ントスピーカーとなるべく同じ高さになるように配置してください。 

左ちサラウンドスピーカー(本機には付属していません） 

臨場感を高める役割を果たしまず。効果音などで音の立体的な動さを表現します。視聴位置の横または 
後斜めに配置します。左ち対象で視聴をの耳よ0 ] m 高い位置び理想です。 

左ちサラウンドバックスピーカー(本機には付属していません） 

サラウンドチャンネルの空間表現力を高め、移動音効果や後ちの音場を一層 U アルに表現します。 

視聴をの耳より] m 高い位置にスピーカーを配置するのび理想です。 

左ちサラウンドバックスピーカーの接続は、本機背面パネルの音声出力(サウンドバック）端テを使用し 
て行います。詳しい接続方法は、 XX ページをご覧ください。 


スピーカー端モへの接続方法 


増設スピーカー付属のスピーカーコードの準備をしまず。 
①スピーカーコードのビニールカバーの先を外ず 


③しん線をよじる 

③ 接続するスピーカー端テのレバーを巧す 

④ しん線を巧の中に入れる 


⑥ レバーを離す 



(つづく）19 

















増設スピーカーを接続する（つづき) 


己.1チャンネルの接続 


増設スピーカー2台を接続します。 

スピーカーは 日 n じ(上のをのをご使用ください。 スピーカーの プラス©と本機のプラス©、 スピーカー 
のマイナス©と本機のマイナス©を接続します。 



ごミ主意 


プラス©とマイナス©を間違って接続し 
た0、左ちのスピーカーを間違えて接続する 
と、音声び不自然になりますのでごミ主意<だ 
さい。 



を険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
巧に接軸させないでください。 
また、背面パネルにち軸れない 
ように、ごミ主意ください。 
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7.1 チヤンネルの接続 



7.1 チャンネル接続する場合は、己.1チャンネル接続に力日えて、本機の音声出力（サラウンドバック）端テとパワー 
アンプの音声入力端テをオーディオ用ピンコードで接続します。左ちサラウンドバックスピーカーは、 
パワーアンプのスピーカー端テに接続してください。 


ごミち意 


プラス®とマイナス©を間違って接続し 
たり、左ちのスピーカーを間違えて接続する 
と、音声び不自然になりますのでごミ主意くだ 
さい。 



を険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
巧に接触させないでください。 
また、背面パネルにち触れない 
ように、ごを意ください。 
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HDMI 端子を使って接続する 


ノ\イ ディフィニィシヨン マルチメディア インターフエース 

HDM(I High-Definition Multimedia Interface ) とは 


放送のデジタル化などの変化に対応して、家庭内でテレビ/プ□ジェクター間をデジタル接続すること 
を目的として萃定されをインターフェース規格です。 

従来の DV(I Digital Visual Interface )* i 規格をさらに発展させて、才ーディオ信号およびコント □- 
ル信号を伝送する機能を追加しています。従来は機器間の接続に、ビデオ、オーディオ、コント□一 
ルの各信号用に複数のケーブルを使用していましたび、 HDMI ケーブルを]本接続するだけで 、 HDMI 
端テ対応の機器間で映像や音声をデジタルで伝送することびでさます。 

本機の HDMI インターフェースは、じ(下の規格に基づいています。 

High-Definition Multimedia Interface Specification Informational Version 1.3 a 

タオ応音芦フォーマット 

• 2チャンネル U ニア PCM (32 〜] 92 kHz 、 1日/ 20/24 bit ) 

•マルチチャンネル U ニア PCM (最大 7.1 ch 、 32〜] 92 kHz 、 1 6/20/24 bit ) 

♦ビットスト U - ム（ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD 、 DTS 、 DTS - 
HD 八イレゾ U ューシヨン オーディオ、 DTS エクスプレス、 DTS - HD マスターオーディオ、 DSD 、 
AAC ) 

ただし、プレーヤー側を上記の音声フォーマットの HDMI 出力に対応している必要びあります。 


著作権保護技術について 


本機は HDCP ( Hi 旨 h-bandwidth Digital Contents Protection )* 2 に対応していまず。 HDCP とは、 
デジタル映像信号に対する著作権保護技術です。 

本機と接続する機器ち HDCP に対応していることび必要です。 

本機の HDMI 出力端子とテレビ/プ□ジエクターなどの HDMI 入力端テを接続します。接続には、市 
販の H DM I ケーブルをご使用 < ださい。 

*1 DVKDigital Visual Interface ) : DDWG " び、 ] 999年に策定したデジタルディスプレイ-イン 
夕—フエ—ス規ホき。 —. 

* 乙 HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) : Intel び開発した HDMI/DVI 用の映像向 
けの暗号化処理ち式。映像コンテンツ保護を目的にしており、暗号化された信号を受信するには、 
HDCP 準}些の HD 以 l / DVI レシーパーび必要になる。 

" DDWG(Digital Display Working Group ) : Intel、Silicon Image . Compaq Computer 、 富 ± 通、 
Hewlett - Packard などび中むとなって運営する、ディスプレイのデジタルインターフエースの標準 
化を推進する団体。 


22 






HDMI 機器の接続 


HDMI 接続では、 HDMI ケーブルで映像信号と音声信号を同時に伝送することびでさまず。 


r HDMI ヶーブルを使って本機の HDMI 端子と DVD レコーダーや DVD プレーヤー、 
^テレビまたはプ□ジェクターなどの HDMI 端子と接続してください。 

初期設定の割り当ては、 HDMI 1が VCR / DVR 入力 、 HDMI 2が CBL/SAT 
入力になっています。 

2 接続した HDMI 入力端テび初期設定と異なる場合は、34ぺージの 「 HDMI 入力端子の設定を変更 
する」で設定して < ださい。 

■ 映像信号の流れ 

HDMI 入力端テか b 入力したデジタル映像は、 HDMI 出力端子からのみ出力されます。 

■ 音芦信号の流れ 

HDMI 入力端テから入力したデジタル音声は、本機に接続されたスピーカーへ出力されまず。 


ご注意 

• HDMI 機器の音声を本機で聞く場合は、テレビに HDMI 機器の映像が映るが態にしておいてくだ 
さい。 

(本機が接続されている HDMI 入力をテレビ側で還んでください) HDMI は、映像機器側の認証に 
より映るしくみになっているため、テレビの電源をオフにしていたり、テレビ側で他の入力を選 
んでいる状態では、本機か5音声が出なかったり、途切れるなど正常に音が出ないことがあります。 



HDMI 入力端子から入力した音声信号を、 HDMI 出力端子か!5出力してテレビなどのスピーカーで聞さ 
たい場合は、 XX ぺージで 「Audio TV 0山」設定を rOn 」 にしてください。また、 DVD プレーヤーなど 
の設定で、 HDMI に出力する設定を2チヤンネル PCM になるよラに設定してください。 


(つづ <) 23 









HDMI 端テを使って接続する(つづき) 



DVD レコーダーや 
ゲーム 機など 



ご注意 

♦前もってテレビ側の解像度に合わせて DVD プレーヤー等の解像度を調整しておいてください。 

• HDMI のビデオストリーム(映像信号)は、 DVI と原理的に互換性があります。 DVI 端子を装備し 
たテレビ/モニターなどに接続するには HDMI 一 DVI 変換ケーブルを用いることがでさますが、 
機器の組み合わせによっては映像が出ない場合があります。本機は HDCP を使用しており、対応 
の受像機でのみ映像が出ます。 

• 本機を通して HDMI 接続した機器の音声を楽しむときは、機器側で映像がテレビ画面に映るよう 
に設定してください。（テレビ側の入力設定も確認してください。）テレビの電源がオフのとをやテ 
レビの入力が正しく還ばれていないと、本機か5の音声が出ないことがあります。 

♦ HDMI 音声信号は、接続機器により制約されることがあります。 HDMI 接続している機器か5入 
力される画像の品質がよくなかったり、音声が出なかったりするとさは、機器側の設定を確認し 
てください。詳しくは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


24 































































































デジタル入力端子を使って機器を接続する 

- HDMI に関する接続は、22〜24ページをご覧ください。 

- DVD プレーヤーなどでドルビーデジタル、 DTS サラウンド信号を再生するためには、デジタル入力(光 
]、2または同軸)端テへの接続び必要です。 

•パソコンでデジタルサラウンドを楽しむには、デジタル出力(光]、2または同軸） 

-に対応したパソコンや音源ボードび必要です。お手持ちの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

すべての接続び完了してから、電源プラグをコンセントに接続してください。 


デジタル音声機器の接続をする 


DVD プレーヤーや CD プレーヤー、地上、日 S 、] ]0度 CS などデジタル放送対応チューナー、ゲーム機、 
パソコンなどのデジタル音声出力端子(光/同軸）と本機の光]、2または同軸 ( COAXIAL ) 端テを付属 
のオーディオ用光デジタルケーブルまたは市販の同軸デジタルケーブルで接続します。接続した機器の 
音声びデジタルでサラウンド再生されます。 

本機では音声接続のみでず。 映像接続は映像機器から直接テレビに接続 してください。 

本機のデジタル入力端テは、光 ( OPT に AL ) び2つ、同軸 （ COAXIAL ) び]つありますので、3種類の機 
器び接続できます。接続ずる機器に付いている端テのあ状に合わせてご使用ください。 


CD プレーヤーなど 


DVD プレーヤーやデジタル放送 
巧応チューナーなど 


°[ 


ゲーム機やテレビ、パソコンなど 


市販の同軸 
デジタルケーブル 




付属のオーディオ用 
光デジタルケーブル 



♦接続したあと、入力の割り当てを行って<ださい。3己ページ r 音声入力端子の設定をする」参照） 
• オーディオ用光デジタルケーブルを使用するとをは、巧り巧げたり、さつく巻いたりしないでください。 
♦接続する機器のデジタル音声出力設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっ 
てはドルビーデジタル信号や DTS 信号の出力設定が r オフ」になっていることがあります。 

♦本機のデジタル入力（光1、 2) 端子は、とび!5タイプですので、とび5をそのまま奥へ倒すようにし 
てオーディオ用光デジタルケーブルを差し込んで<ださい。 

• 本機にはインテリボリューム機能があります。機器間の音量差が気になる場合にお使いください。 

参参ページ） 
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外部入力端子を使って機器を接続する 


ご注意 

♦オーディオ用光デジタルケーブルは、まっすぐ抜さ差ししてください。ななめに抜さ差しすると、 
• とび 5 が破損する場合があります。 


すべての接続び完了してから、電源プラグをコンセン トに 接続してください。 


アナ□グ音声機器の接続 


テレビやビデオデッキのアナ□グ音声出力端子と本機の音声入力(外部入力3、 4) 端テを映像-音声接 
続コードで接続します。接続した機器の音声びアナ□グでサラウンド再生されまず。 


チューナーやテレビなど 




テープデッキや MD レコーダー 
オンキヨー製 RI ドックなど 









• コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでください。 

接続び不完全ですと、雑音や動作不良の原因になります。 

• 映像-音声接続コードはスピーカーコードと一緒に束ねな 
いでください。音質び悪くなることびあります。 


^—差し込み不完全 



^—奧まで差し込んでください 



• 接続したをと、入力の割り当てを行ってください。 （ W 3已ページ r 音声入力端子の設定をする」参照） 
♦本機には Music Optimizer 機能があります。 MP3 などの音楽信号をお聞きになるときにお使いくだ 
さい。 （1^ 参♦ページ） 
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レグザリンクを使うための接続をする 


レグザリンクとは 


本機と HDMI ケーブルで接続したレグヴ U ンク対応機器を自動的に連動させて、 U モコン]つで簡単に 
操作できる機能です。各機能の詳しい説明については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


レグザリンク対応機器との連動について 


レグヴ U ンクを使う場合は、 RI 端テを使った刊機器対応機器との連動機能は使用できません。刊接続 
はしないで < ださい。 

本機はレグヴ U ンク対応機器と接続すると次の動作び可能になります。 

①テレビの電源を入れると本機の電源を自動的に入り、入力び切り換わります。 

このときテレビの音は消え、本機に接続されたスピーカーから音び出ます。また、テレビを切る（ス 
タンバイにずる）と、本機をスタンノくイ状態になりまず。 

③テレビに付属の U モコンで本機の音量調整、ミューティング(消音)を操作ずることびできまず。 

③本機をスタンノ（イ状態にするとテレビの音び復帰し、テレビに付属の U モコンでテレビ側の機能盾量 
消音)を操作でさるよラになります。 


テレビだけの接続 


テレビのデジタル音芦出力端子をオーディオ用光デジタルケーブルで本機の光デジ 
_タル入力端子に接続します。_ 

) テレビの HDMI 入力端子を HDMI ケーブルで本機の HDMI 出力端子に接続します。 




(つづく) 
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レグザリンクを使うための接続をする（つづき） 


テレビと DVD レコーダーの接続 


2 


テレビのデジタル音芦出力端子をオーディオ用光デジタルケーブルで本機の光デジ 
タル入力端子に接続します。_ 

テレビの HDMI 入力端子を HDMI ケーブルで本機の HDMI 出力端子に接続します。 




DVD レコーダーの HDMI 出力端子を HDMI ケーブルで本機の HDMI 入力端子に接 
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Rl 機能を使ラ接続をする 


オンキヨー製品との接続 


刊機能のあるオンキヨー製品を本機に RI ケーブル、オーディオ用ピンコードで接続すると、次のシス 
テム機能を使うことびできまず。 RI ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルでず。 

才ートパワーオン 

本機に接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源び自動的に入ります。 

また、本機の電源を入、切ずると接続されている機器全体の電源び入ったり、切れたりします。 

ダイレクトチェンジ 

本機に接続されている機器を再生すると、本機の入力び自動的に切り換わります。 

U モコン操作 

本機に付属の U モコンで DVD プレーヤーや刊ドックに乗せた iPod を操作することびでさます。接続 
については下記を、入力表示の設定のしかたについては37ページを、操作できる機能については30 
ページをご覧ください。 

■ RI ケーブルについて 

♦ RI 端テ付きオンキヨー製品でシステムアップした場合、システム機能を使うことびできまず。（本機 
には A I ケーブルは付属していません。各機器に付属している PI ケーブルをご使用ください。） 

• 操作は本機に付属の U モコンを使用します。本機の U モコン受光部に U モコンを向けて操作してくだ 
さい。 • 

• RI ドックを接続したときは、 TAPE 入力を DOCK に切り換え(**=37ページ)、その入力に RI ドック 
を接続した端テを割り当ててください。3已ページ） 



• RI 端テは円 I 端テ付さ製品と組み合わせてご使用ください。 

♦只 I 端テび2つある場合、2つの端テの働さは同じです。どちらにでをつなげます。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働さません。オーディオ用ピンコードを正し<接続して<だ 
さい。 

♦接続び正しくないと各機能は働きません。上記を参照しなびらオーディオ用ピンコード、 PI ケーブ 
ルを正しく接続して < ださい。 

• 使用できるシステム機能については、各機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


(つづく) 
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Rl 機能を使う接続をする(つづき） 

オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックを接続すると、下記の U モコン操作びでさます。 

•機器の接続については2已、2日ページを、 AI 接続については前ページを、入力の割り当てについて 
は3已ページを、入力表示については37ページをご覧ください。所定の接続や設定をしないと、下 
記の操作はでさません。 


<D 


<6) 

<7) 

<8) 


呈頂 スリーフ おる百 

© 〇 〇 

ミ; i 定チVンみ巧巧テスト--ン 

爲-◎ぶ 

り/—一 



IJ スニンクモード 入力切巧 


( 2 > 

が 

み 


；■二-二-ラパム 

■|Q^1 0- 

C 

I — つ。可歹;口巧 I 


ご注意 

•空欄はボタンを押してち動作しません。 

♦第3世代 iPod の場合、 ►/ii、 km / mh . ◄◄/►►ボタンの 
み働さます。 

♦ iPod のファームウェアのノ（ージヨンアップ等により、操 
作できる機能の範囲や内容が変更になることがあります。 
♦それぞれのボタンの働さについての詳細は、各機器に付 
属の取扱説明書をご覧<ださい。 

♦入力が 「DVD」、「DOCK」 のときは、スタンバイ時に^^卞’ 
タンを巧すと本機の電源が入り、接続している機器の再 
生が自動的に始まります。 



入力名称 

リモコンのボタン名 

DVD 

DOCK 


トップメニュー 

TOP MENU 



メニュー 

MENU 

MENU 



▲/▼ 

▲/▼ 

①*] 


◄/► 



ミ夫定 

ENTER 

SELECT 


DVD 設定 

SETUP または DVD SETUP 



戻る 

RETURN 



II 

II 


⑤ 

► (►/!!) 

► 

► 11 


■ 

■ 


③ 


w/w 

!◄◄/►>! 

④ 

«/» 



⑥ 

表示 

DISPLAY*^ 

BACKLIGHT*^ 

⑥ 

ランダム 

PLAY MODE 

SHUFFLE 

⑦ 

リピート 

U ピート 

REPEAT 

⑨ 

プレイリスト ▲/▼ 


PLAYLIST^/V 

アルバム ▲/▼ 


ALBUM^/V 


設定、チャンネル選択、テスト音の操作中は、 ▲/▼/◄/►/ 決定/戻るボタンは本機を操作ずるボタ 
ンとして働さまず。このとさ、トップメニュー/メニュー/ DVD 設定ボタンは働さません。 

3秒間長巧しすると、記載の機能として働さます。 
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R| 才ーデイオコント□-ル端子付きテレビとの接続 


レグヴ U ンクや HDMI コント□ール機能参参〜参参ページ)を使う場合は、け品テを使ったテレビと 
の連動機能は使用できません。本ページで説明ずる円 I 接続はしないでください。 

本機は PI 端テを持っテレビと接続すると次の動作び可能になりまず。 

①テレビの電源を入れると本機の電源を自動的に入り、入力び切り換わります。 

このとさテレビの音は消え、本機に接続されたスピーカーから音び出ます。また、テレビを切る（ス 
タンバイにする）と、本機もスタンバイ状態になります。ただし、本機で他の入力を選んでいる場合は、 
スタンバイ状態になりません。 

③テレビに付属の U モコンで本機の音量調整、ミューティング(消音)を操作することびできまず。 

③本機をスタンノくイ状態にするとテレビの音び復帰し、テレビに付属の U モコンでテレビ側の機能盾量 
消音)を操作でさるよラになりまず。 

連動動作び可能なテレビかどラかにっいては、テレビのカタ □ グや取扱説明書で、テレビに}端テび 
装備されていることをご確認ください。 

本機に}ケーブルは付属していません。モノラル S ニプラグコード(あ抗なし）を別途おホめください。 

■ 接続のしかた 

r テレビのデジタル音青出力端子をオーディオ用光デジタルケーブルで本機の光デジ 
A タル入力端子に接続します。_ 

つテレビのアナ□グ音芦出力端子を才ーディオ用ピンコードで本機の音芦入力端子(が 
一 部入力端子)に接続します。_ 

3 RI 端子どうしを RI ケーブルで接続します。 

他のオンキヨー製品を接続ずる場合は、円 I ケーブルで RI 端テどラしをっないでください。 

円 I 端テび2つある製品の場合、2つの端テの働さは同じですのでどちらにでをつなげます。 


アナ□グ音声 

本機 出力端子 



(つづく) 
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Rl 機能を使う接続をする(つづき） 

■設定のしかた 

3已ページを参照して設定を行ってください。初期設定では、あらかじめ rOPT2」 に設定されています。 

I 本機の電源を入れる。 

2 本機の INPC / t ボタンを（くり返し)押し、 「 GAME / t な」を表示させる。 

3 次の方法で GAME / TV 入力に 0 PT 2 を割り当てる。 

① U モコンの設定ボタンを押して「1 .Input Assi 邑 n」 を表示させ、決定ボタンを押しまず。 

③▼ボタンで 「Audio I叩 ut」 を表示させ、ミ夫定ボタンを押しまず。 

③ ▲ / ▼ ボタンで「 GAME/TVJ を表示させ、 ◄/ ►ボタンで「 OPTS」 を選びます。 

④設定ボタンを押して設定を終了します。 


ご使用上の注意 

テレビを連動させる場合、 r 外部入力3」または r 外部入力4」端子の接続ち必要ですが、入力割り当 
ては roPT2」 をご使用ください。 r 外部入力3」や r 外部入力4」端子でちご使用いただけますが、ア 
ナ□グ接続のため、リスニングモードの AAC 己1 ch などの再生がでをません。 
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電源コードを接続ずる 


ご注意 

♦付属の電源コード L ソがの電源コードは使用しないでください。 

また、付属の電源コードは本機 L ソがの機器には使用しないでください。故障や事故の原因となり 
ます。 

♦電源コードのプラグを壁の電源コンセントに接続したまま、本機の電源入力 AC 1 OOV 端子か5電 
源コードを巧いたり、つないだりすると感電する場合があります。電源コードを接続するとをは、 
先に本体側の電源入力 AC 1 OOV 端子に接続し、抜くときは、最初に家庭用電源コンセントか5抜 
いて < ださい。 


すべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れる場合びありますのでコンピューターなど繊細な機 
器とは別系統のコンセントに接続することをおすすめします。 



電源コードのプラグを家庭用電源コンセントに接続ずると、スタンバイインジケーターび点灯し、スタ 
ンバイ状態になります。 

電源を入れる 



屬6 6 

沒わン？ I け IH 巧い-ン 

〇 〇 〇 
0^0 0 
0 ◎がろ— 

をのるを 

かた^;ぞ —てる 

〇 


本体前面パネルの魔源]ボタンまたはリモコンの電源ボ 
タンを巧す 

スタンノくイインジケーターび消え、表示部び点打しまず。 


電源 


(本体) 


電源 

© 

(1」モコン) 
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使う前の設定をする 


HDMI 入力端子の設定を変更する(映像) 


HDMI 入力端テに、 HDMI 出力端子のある 
DVD プレーヤーなどを接続しているとさに 
設定します。 

さ HDMI 入力端テは]つの入力機器にしか割 
り当てることびでさません。割り当てを変更 
したい場合は、すでに割り当ててある入カソ 

ースの設定を r -」にしてください。 

下記は、 DVD プレーヤーを本機の HDMI 
IN ] 端テに接続したとさの変更例でず。 


入カ ソース 

HDMI 入力端子の初期設定 

DVD 


VCR/DVR 

HDMI 1 

CBL/SAT 

HDMI 2 

GAME/TV 


TAPE 


TUNER 


CD 



1 

2 


設定ボタンを押す 


▼7 ▲ボタンを巧して「1 .Input Assi 邑 n 」 を選び、決定ボタ 
ンを押す 


3 「HDMI Input 」 と表示されるので、ミ夫定ボタンを巧ず 

設定の表示び出ます。 


設定 




^ ▲/ ▼ボタンを巧して rVCR / DVR : HDMI 1」を選び、 ◄/ 
^ ►ボタンで r -」を選ぶ 


5 ▲/ ▼ボタンを押して「設定する入カソース」（今回の例では 
IDVD 」） を選び、 ◄/ ►ボタンで 「 HDMI 1」を選ぶ 




f 設定ボタンを巧す 

U 設励く終了します。 


兰几 f=;=l 

己又化 

〇 


ご注意 

♦ HDMI 入力端子に設定した入力の音声入力端子は、各々自動的に 「HDMI IN 1 」、 「HDMI IN 2」に 
割り当て 5 れます。0^♦♦ページ） 
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音声入力端子の設定をずる 


デジタル端テの接続は、ドルビーデジタルや 
DTS の U スニングモードを楽しむために必要 
です。 

さデジタル入力端テは、初期設定で攻下の表 
のよラにそれぞれの機器に割り当てられてい 
よ9 〇 

-接続した機器びデジタル入力端テの初期設 
定と異なる場合は、設定を変更ずる必要び 
あります。 

-初期設定でデジタル端テび設定されている 
機器とアナ□グ接続のみをしたとさ、設定 
を 「 LINE 1」または 「LINE 2」にする必要び 
あります。 

-前ページで HDMI 端テを割り当てた入力に 
は、本設定にを自動的に HDMI 端テび割り 
当てられます。また、この入力に他のデジ 
タル音声入力を割り当てることをでさます。 


入カ ソース 

HDMI 入力端子の初期設定 

DVD 

OPT 1 

VCR/DVR 

HDMI 1 

CBL/SAT 

HDMI 2 

GAME/TV 

OPT 2 

TAPE 

LINE 1 

TUNER 

LINE 2 

CD 

COAX 


1 


設定ボタンを押す 


兰几 

□又化 

〇 



^ ▲/ ▼ボタンを巧して r 接続した端子」を選び、 ◄/ ►ボタ 
ゴンを押して設定を選ぶ 

例：本機後面のデジタル入力(光1 ) 端子に DVD レコーダーを 接続し 
た場合 

VCR / DVR のデジタル入力端テの初期設定は 「 HDMI 1」のため、 
「□ PT 1」 に設定を変更します。 

DVD プレーヤーとアナ□グ接続のみをした場合 

DVD のデジタル入力端テの初期設定は rOPT 1」のため 、 「LINE 

1」または 「LINE 2」に設定を変更します。 

ボタンを巧すたびにけ下のよラに表示び切り換わります。 
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使う前の設定をずる（つづき） 

ボタンを押すたびにじ(下のよラに表示び切り換わります。 


コアキシャル 

COAX ブジタル機器をデジタル同軸入力端テに接続してしぶ場合に選びまず。 


オプティカル 

OPT 1:デジタル機器をデジタル同軸入力端子]端テに接続してしぶ場合に選びまず。 


オプティカル 

OPT 2 :デジタル機器をデジタル同軸入力端モ 2 端テに接続してしぶ場合に選びまず。 


LINE 1:デジタル機器を外部入力 3 端テに接続してしぶ場合に選びまず。 


LINE 2 :デジタル機器を外部入力 4 端テに接続してしぶ場合に遇びまず。 


ブジタル機器をデジタル入力端テに接続していない場合に選びまず。 


HDMI 1"^ブジタル機器を HDMI 入力端テ]に接続してしぶ場合に選びまず。 


HDMI 吕’‘’ブジタル機器を HDMI 入力端モ 2 に接続してしぶ場合に選びまず。 


* 参参ページで HDMI 端テを設定した入力に、その HDMI 端テを割り当てることびでさます。 


ご 設定ボタンを押ず 

三 設定び終了します。 


=几み 
己又疋 

〇 


ごミち意 

♦ HDMI 入力端子に設定した入力の音声入力端子は、各々自動的に 「HDMI IN 1 」、 「HDMI IN 2」に 
割り当て 5 れます。0^3已ページ） 
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入力表示を切り換える 


オンキヨー製の刊端テ付き MD レコーダーや CD レコーダー、 RI ドックを本機の外部入力3、4端テに 
接続した場合は、ダイレクトチェンジなどのシステム動作を正しく行うために、接続した機器に合わせ 
て入力表をを切り換える必要びあります。 

■「 T &^ E 」 の表示内容を切り換える 

外部入力3、4端テに、オンキヨー製の RI 端テ付さ MD レコーダー、 CD レコーダー、刊ドックな 
ど HDD 関連機器のいずれかを接続した場合 



1,2 


J [入力切替]ボタンをくり返し巧し、表示部に 「 TAPE 」 を表 
^示させる _ 


) [入力切割ボタンを約3秒押し続けて、表示を切り換える 



この手順をくり返すと 「 TAPE 」 一 「 MD 」 一に DR 」 一「□□巳 K 」 
一 「 TAPE 」 と表示び切り換わりまず。 


入力 



入力 
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使う前の設定をずる（つづき) 


レグザリンクの設定をする 


1 

2 

3 


本機の電源を入れる。 


リモコンの設定ボタンを押ず 


▲ / ▼ボタンを押して rS.HDMI Setup 」 を選び、決定ボタ 
ンを巧す 



= A 中 
己又疋 

〇 



J ▲/ ▼ボタンを押して 「 Control 」 を選び、◄/►ボタンで 
寸 「 Enable 」 を選ぶ 




ぐ ▲/ ▼ボタンを巧して rPowCtrl 」 を選び、◄/►ボタンで 
J 「 Enable 」 を選ぶ 


》初期設定ですでに Enable になっています。 




ご注意 

• Control、Power Control、TV Control の設定を変更したあとは、すべての接続機器の電源を一 
度切って、再度入れなおしてください。また、接続機器の取扱説明書をおずお読みください。 
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再生ずる機器を選ぶ 

本体の[入力切替]ボタンまたは、 U モコンの入力切換 ◄/ ►ボタンを 
巧します。 

34〜3日ページの「音声入力端テの設定」で、何を割り当てなかった 
入力は選択でさません。 


入力 


入力切換 


2 


3 


選んだ機器の再生を始める 

映像機器を再生ずる場合は、テレビなどモニターの入力を切り換え 
る必要びあります。また、 DVD 対応のゲーム機などの再生機器で音 
声出力設定び必要な場合をありまず。 

本体の[音量]つまみまたは、リモコンの音量▲/▼ボタン 
で音量を調整ずる 

音量は Min -1-2 …… 78-79 - Max までの範囲で調整できます。 


本機はホームシアターでお楽しみいただく製品ですので、ボリュー 
ム値を細か<設定でさるよラに音量幅を大さ<持たせています。 
お好みで調整してください。 


4 


リスニングモードを楽しむ 

詳しくは42ページをご覧くださし、 



音_量 

口 


音が出ないとさ 

接続を確認する：選んだ入力とは異なる端テに接続されている場合びありまず。上記の手順で入力を 
切り換え、順番に再生して音び出るかを確認して<ださい。 

音量を確認する：部屋の大ささなどにをよりますび、音量の数値は通常30〜4已でお楽しみいただ 
けます。音量びルさずざないか、本体の表示部で音量の数値を確認してください。 


再生ずる 


再生機器を選ぶ 


3 



3 W— 
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再生する（つづき) 


スリープボタン 


電想 スリープ 明る吉 

©夕 G - 


ををチがろレ逗お？ストト-ン 

〇 〇 〇 

0；©.0〇 
© po 
尝 

。…, r な 


明るさボタン 


消音ボタン 


一時的に音量をルさくずる 


リモコンの消音ボタンを巧す 

音量びごくルさくなり、消音機能び働いている間 MUTING インジケー 
ターび点滅します。 

解除するには… 

をラー度消音ボタンを巧してください。 

MUTING インジケーターび消え、元の音量に戻ります。 

音量調整をしたり、本機をスタンバイ状態にしたときを解除されます。 


消音 



点滅 


表示部の明るさを変える 


リモコンの明るさボタンを巧す 

巧ずたびに表示部の明るさび3段階に切り換わります。 


‘ふつラ' 


. やや暗い ' 


明るさ 

〇 


スリープタイマーを使う 


リモコンのスリープボタンを巧して、スタンバイ状態にな 
るまでの時間を設定する 

「Sleep 90 min 」 び表示され、90分後にスタンバイ状態になる設定に 
なります。ボタンを巧すたびに]0分単位で設定時間び短<なります。 


ス IJ ープ 

〇 


-ス1」ープタイマー動作中は、 SLEEP インジケーターび点打します。 


残り時間を確かめるには 

ス U —プタイマー動作中にス U —プボタンを押すと、スタンバイ状態になるまでの残り時間び表示され 
よ9 〇 

ただし、残り時間び] 0分じ(下の表示のとさに、再びス1」ープボタンを押ずとス1」ープタイマーは解除 
されまず。 

スリープタイマーを解除するには 

SLEEP インジケーターび消えるまでくり返しス U —プボタンを巧すか、一度スタンバイ状態にしてか 
ら再度電源を入れてください。 
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表示を確認ずる 



表示ボタンをくり返し巧す 

表示ボタンを巧すたびに、表示内容び下記のよラに切り換わります。 
-入力されている信号により、表示される内容は異なります。 

♦入力信号がアナ□グのとを 

入カソースと音量 -- U スニングモード 


表示 




♦入力信号が PCM のとさ 


I ~ ► 入カソースと音量- 

I —サンプリング周波数# 


サンプリング周波教 

- 入カ ソース と 1 

U スニングモード 


• 入力信号が PCM ながのデジタル信号のとさ 


こ 


入カソースと音量一入力信号とフォーマット'‘' 

入力信号と * - —入カソースと * 

フオーマット U スニングモード 





* 入力信号にプ□グラム情報びないとさは、表示されません。サンプ U ング周波数やフォーマツト表示 
状態で、約3秒経過すると、元の表示に戻りまず。 


• 入力信号が AAC の音声多重放送 (2 ヶ国語放送など)のとさ 


I —— ► 入カソースと音量 ► 

I _入力信号と^_ 

音声の数 


入力信号と音声の数 

入カ ソース と^_ 
選択音声 
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リスニングモードを楽しむ 


リスニングモードを使う 



本体の[入力切替]ボタンまたはリモコンの入力切換 ◄/ ► 
ボタンを（くり返し)押し、再生したい機器を選ぶ 

表示部に選んだ入力と U スニングモードび表示されまず。 


入力 



入力切換 



2 選んだ機器を再生する 

CI 本体の USTENING MODE ボタンまたはリモコンのリス 
J ニングモード ◄/ ►ボタンを巧して、 U スニングモードを 

* 己己 *>»' 

麽風 

ボタンを押すたびに、モードび切り換わります。 

選べるモードは入力信号の種類によって異なります。参〜参ページの 
表をご覧 < ださい。 


モード 


リスニングモード 


リスニングモードの種類について 


本機の U スニングモードを使ラと、お部屋にいなびら映画館やコンサートホールなどの臨場感あふれる 
雰囲気を味わっていただけまず。本機にはじ(下の U スニングモードびあります。 


下のイラス ト は、その U スニングモー ド 時に出力されるスピーカーを表しまず。 

をフ□ント 

センター 

ちフ□ント 

スピーカー 

り 

ス 苗- 

スピーカー 

ゴ作サブ 

口 


ウ— ファ— 


をサラウンド 

をちヴラウンド ちサラウンド 

スピーカー 

イく’ツクスピ- 

-力ースピーカー 
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令 Direct 

をとをとの音源に手を加えない、ピュアな音をお楽しみいただけまず。入カソースのチャンネルのまま音 
声を出力します。已8ページ「スピーカー環境の設定」で、 「 Subwoofer 」 を 「 No 」 に設定した場合のみ、 
選択することびでさます。 

令 Stereo 

左ちフ□ントスピーカーとサブウーファーから出力されまず。 

^Mono 

モノラル信号で収録されたちい映画を再生したり、2言語び記録されているソースを左ちのチャンネルを 
独立して再生するモードです。 DVD などに記録された音声を重のサウンドトラックに適していまず。 

ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic I lx ::: ■ 

2 チャンネルで収録された音楽や映画を日. 1 から 7.1 チャンネルで再生でさます。 

明瞭なサウンドはそのままに、かってないほど自然でなめらかなサラウンド体験び得られます。 CD や映 
画に加えて、ゲームソフトの再生をドラマチックな空間演出、鮮明な音像定位などび得られます。 

已 .1 チャンネルで収録された音楽や映画を 7.1 チャンネルで再生でさます。 

參 Dolby PL llx Movie 

VHS や DVD ビデオ、またはテレビ番組再生時に楽しむことびでさます。 

Dolby PL llx Music 

CD などのステレオ音楽や、ライブを記録した DVD に適しています。 

令 Dolby PL llx Game 

ゲームディスクを楽しむとさに使用でさます。 

ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic II ::: ■ 

サラウンドバックスピーカーを接続していないときは 、 Dolby Pro Logic llx の代わりに、この U スニン 
グモードになりまず。 


2チヤンネルで収録された音楽や映画を已 . 1チヤンネルで再生でさまず。 

ドルビー デジタル 

Dolby Digital =: = ■ 

劇場やコンサートホールさなびらの臨場感あふれるサウンドび体験でさるサラウンドモードです 。 Dolby 
Digital □コ'のついた DVD 、 LD などの再生時に楽しむことびできます。 

令 Dolby Digital EX/Dolby EX :::. 

已 . 1チヤンネルで収録された音楽や映画を日.1 /7.] チヤンネルで再生でさます。 


已 .1 チャンネルに背面のサラウンドチャンネルを増やし、 6.1/7.] チャンネルにずることで、より空間表 
現力を高め、3日0度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果を U アルに体感でさます。サラウンドバ 
ックチャンネルの音声は左ちサラウンドチャンネルに振り分けられるため、通常の已 . 1チャンネル環境で 
再生することも可能でず。已 .1 チャンネルで記録された Dolby Di 旨 ital □ゴのついた DVD 、 LD の再生 
時は Dolby Digital EX となり、その他のソースでは Dolby EX となります。 


ドルビー デジタル プラス 

Dolby Digital Plus 


Dolby Digital Plus フォーマットのスレーレイ 、 HD DVD ディスクに使用できる U スニングモードでず。 


ドルビー トウルーエイチディ- 

令 Dolby TrueHD 




Dolby TrueHD フオーマットのスレーレイ 、 HD DVD ディスクに使用できる U スニングモードです。 


本機び対応してしぶ信号につい口ま、49ぺージを参照してくださし、。 


(つづく) 
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リスニングモードを楽しむ(つづき） 

令 DTS : 

完全に分離させた已 . 1チャンネルで膨大となる音声データを、可能な限り原音に近い状態で圧縮したデ 
ジタルデータです。再生ずるには DTS 出力び可能な DVD プレーヤーび必要です 。 DTS □ゴのついた 
CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽しむことびできまず。 

令 DTS9 巨/ 24 : 

DTS 96/24 □コ'のつしす CCD 、 DVD 、 LD などに使用できる U スニングモードです。きめ細やかな音 
声をお楽しみいただけます。 

DTS-ES Discrete = = I ■ 

DTS にサラウンドバックを追加した、 6.1/7.1 チャンネルサラウンドです。 

追加されたサラウンドバックチャンネルを含めてすべてのチャンネルび完全に独立してデジタル記録され 
ているため、立体感、移動感などびより鮮明に再現でさます。 DTS-ES □コ'のついた CD 、 DVD、LD 
などを再生時に楽しむことびでさまず。 

令 DTS-ES Matrix : :;. 

DTS - ES 収録ソフトを日.1/7.1チャンネル再生しまず。 

DTS - ES 収録ソフトにはサラウンドバックチャンネルの情報を組み込まれているため、それぞれのチャン 
ネルを 6. 1/7. ] チャンネルに復元して再生します。 

DTS-ES □コ'のついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽しむことびできます。 

令 DTSNeo: 巨: :;. 

2チャンネルで収録されたソースを已 .1 /日.1/7.]チャンネルで再生するモードです。すべてのチャンネ 
ルに広い周波数帯域び確保され、チャンネル間の独立性を優れていまず。 

映画に最適な Cinema モードと音楽再生に最適な Music モードび選択でさます。 

已 .1 チャンネルで収録された DTS □コ'のついた DVD や CD の再生時は Ne □:日となり、 6.1/7.1 チャ 
ンネルで再生します。 

• Neo : 6 Cinema 

U アルで移動感にあふれたサラウンドび再現され、2チャンネルの VHS や DVD ビデオ、テレビ番 
組に適しています。 

• Neo : 6 Music 

サラウンドチャンネルを使用することで通常の2チャンネル出力では得られない自然な音場を生み 
出します。2チャンネルで収録された CD などに適しています。 

令 DTS-HD High Resolution Audio = = = ■ 

DTS-HD High Resolution Audi □フォーマットのブルーレイ 、 HD DVD ディスクに使用できる U スニ 
ングモードです。 

令 DTS-HD Master Audio ::: ■ 

DTS-HD Master Audio フォーマットのスレーレイ 、 HD DVD ディスクに使用できるリスニングモードでず。 
本機び対応してし、る信号につい口ま、已〇ぺージを参照してください。 

DTS Express = 三： ■ 

最大已 . Ich 、48 l < Hz の□ービットレート音声でず 。 HD DVD のサブオーディオ、ブルーレイディスクの 
セカンダ U —オーディオなどに収録される他、放送コンテンツやメディアサーバーなどの応用び想定され 
ています。 

令 DTS Surround Sensation ■ ° 

2つのスピーカーで已 . 1チャンネルサラウンド再生のようなバーチャル再生をずる U スニングモードです。 


映画だけでな<、音楽でを自然なサラウンドをお楽しみいただけます。 
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令 AAC : 

ェムペグ 

MPEG -2 AAC ち式で圧縮されたデジタルデータで、最大己.1チヤンネルのサラウンド音声を提供します。 


地上デジタル、 BS / CS デジタル放送などの AAC ソースを再生するために使用します。 


マルチチヤンネル 

令 Multich III' 

HDMI 接続をしているとさに使用でさる U スニングモ- 


-ドです。 


令 DSD : 

DSD(Direct Stream Digital ) ( S . スーパーオーデイオ CD に採用されているフォーマットです。この 
モー问ま、 DSD フォーマットの SACD 再生時に選べます。 

■ オンキヨー独自のリスニングモード 

モノ ムービー 

令 Mono Movie = = = ■ 

古い映画などモノラル信号の映画ソースを再生ずるのに適したモードです。センターチャンネルからはそ 
のままの音声を、他のスピーカーからは適度に残響処理を施した音を出力します。モノラルでを臨場感 
をお楽しみいただけます。 

Orchestra III- 

クラシックやオペラに適したモードです。 

音声イメージび全体に広びるよラなサラウンド惑を強調。大ホールで聞いているよラな自然な響さび楽しめます。 

令 Unplugged ::: ■ 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適したモードです。フ□ントの音場イメージを重視ずることで、 
あたかをステージの前で聞いているよラな音場イメージを作ります。 

令 Studio-Mix III' 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適したモードです。ノりフルな音響イメージを再現した臨場感あふ 
れるヴウンドをお楽しみいただけます。 

令 TV Logic : :;. 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送に適したモードでず。 

局のスタジオにいるよラな臨場感を高めます。すべてのサラウンド音声を強調し、会話音声を明瞭にします。 

才ールチャンネル ステレオ 

令 All Ch Stereo = = = ■ 

日 GM として音楽をかけるとさに便利なモードです。フ□ントだけでなく、サラウンドか b をステレオの音 
声を再生し、ステレオイメージを作りまず。 

令 Full Mono III' 

すべてのスピーカーからモノラル音声で再生されまず。どの場所にいてち同様の音楽を聞くことびでさまず。 

令 Theater-Dimensional ^ 日： ■または 

2つまたは3つのスピーカーであたかを已 .1 チャンネル再生しているよラなバーチャル再生をお楽しみい 
ただけます。左ちそれぞれの耳に届く音声の特性を制御することによって実現しています。反射音成分 
び大さいと期待した効果び得られない場合びあるため、でさるだけ反射音の少ない環境をおずすめしまず。 

-聴きたいリスニングモードが選べない- 

-デジタル接続はしましたか？参ページ)または、 HDMI 接続はしましたか？参〜参ページ） 
ドルビーデジタルや DTS の U スニングモードを楽しむとさは、デジタル接続をする必要びあります。 

-再生機器側のデジタル出力設定は、正しいですか？ 

ドルビーデジタルや DTS □ゴのついた DVD の本編を再生中に、本機の PCM 表示び点灯していたら、 
再生機器側のデジタル出力設定び PCM になっている場合びありまず。再生機器側で他の信号を出 
力するよラに設定してください。 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 


入力信号の種類と対応するリスニングモード 


■ Analog、PCM ソース 


入力信号の種類と 

フォーマット 

PCM 

7ルチ 
チヤンネル 
アナ□グ 

7ルチチヤンネル PCM 

32-96 

kHz *' 

176.4/ 
192 kHz ‘2 

32-96 kHz*i 

176.4/192 kHz と 

7ルチ 
チヤンネル 

2 ch 

モノラル/マルチ 
プレックス 

7ルチ 
チヤンネル 

2 ch 

モノラル巧ルチ 
プレックス 

^なソース 

U スニングモード 

CD , TV , ラジオ 

DVD 

DVD 、 ブルーレイディスク 

DVD 、 ブルーレイディスク 

Direct 










Stereo 

参 

♦ 


• 

♦ 

参 

♦ 

• 

参 

Mono 

• 



参 

• 

参 




Multichannel 




参 



♦ 



Dolby PLII Movie / 

Dolby PLIIx Movie *3 

参 



*6 

♦ 





Dolby PLII Music / 

Dolby PLIIx Music *3 

• 



_*6 

• 





Dolby PLII Game / 

Dolby PLIIx Game *3 

• 




参 





Dolby EX 




•*6 






Neo :6 




•*6 






Neo :6 Cinema 

♦ 




♦ 





Neo :6 Music 

• 




• 





Mono Movie *4 *5 

♦ 



♦ 

♦ 

♦ 




Orchestra *^ 

♦ 



♦ 

♦ 

♦ 




Unplugged *4 *5 

• 



• 

• 

• 




Studio - Mix *^ 

参 



参 

参 

• 




TVLogic *4*5 

• 



参 

参 

参 




All Ch Stereo 

♦ 



♦ 

♦ 

♦ 




Full Mono 

• 



• 

参 

• 




T - D *5 

♦ 



参 

参 

参 




Surround Sensation 5 7 

参 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

参 





32/44.1 /48/88.2/96 kHz 


2 マルチチャンネルの] 76.4/] 92 kHz P 巳 M 信号は、 HDMI 端テからのみ出力します。 
3サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PUI になります。 

4サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選ぶことびでさません。 

5 88.2 kHz 、 96 kHz の PCM は、それぞれ 44.1 kHz 、48 kHz で処理されます。 
e ソースによっては、選ぶことびでさないことびあります。 

7 Surraund Sensation は、 32 kHz 入力信号に対しては対応していません。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさまず。 

旧.1または 7.1 チャンネル再生時） 


左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさまず。 
(7.1 チャンネル再生時） 
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ドルビー デジタル ドルビー デジタル プラス 

■ Dolby Di 邑 ita し Dolby Digital Plus ソース 


入力信号の種類と 

フォーマット 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルプラス 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

〜-_ 主な ソース 

リスニングモード ^^ 

DVD, DTV など 

ブルーレイ ， HD DVD 

Direct 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Stereo 

• 

• 

• 

• 

♦ 

♦ 

Mono 

♦ 

参 

• 

参 

♦ 

♦ 

Dolby Digital 

参 






Dolby Digital Plus 




♦•1 



Neo:6 

•*4 



• 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

•*4 

♦ 


♦ 

♦ 


Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music ^ 

•*4 

♦ 


♦ 

♦ 


Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*i 


参 



♦ 


Dolby EX 

•*4 



• 



Neo:6 Cinema 


参 



♦ 


Neo:6 Music 


参 



♦ 


Mono Movie*3 

♦ 

• 

• 




Orchestra*^ 

参 

• 

• 




Unplugged *。 

• 

参 

♦ 




Studio-Mix*3 

参 

• 

参 




TV Logic*3 

♦ 

♦ 

♦ 




All Ch Stereo 

♦ 

• 

• 

• 

♦ 

♦ 

Full Mono 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

T-D 

参 

参 

参 




Surround Sensation 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、入力信号によっては、 Dolby Di 邑 ital び代わ 
りに使用されまず。 

2 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、 Dolby PUI になります。 

3サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選ぶことびでさません。 

4ソースによっては、選ぶことびでさないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさます。 

(6.1 または 7.1 チャンネル再生時） 


左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさまず。 
(7.1 チャンネル再生時） 


ごを意 

• HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音が発生する場 
合があります。これは音声フォーマツトが再生中に切り換わることが原因の1つと考え5れますび、 
故障ではありません。 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 


■ DTS ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS，DTS 96/24 

DTS 

Discrete/Matrix 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

' -- 〜〜主な ソース 

リスニングモード 一〜 ^ 一 〜^ 

DVD, CD など 

DVD, CD など 

Direct 

参 

• 

• 

参 

Stereo 

• 

♦ 

• 

• 

Mono 

• 

♦ 

♦ 

• 

DTS, DTS 96/24 

参 




DTS-ES Discrete/Matrix 




•*1 

Neo:6 

•で 




Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

•*5 

• 



Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music ^ 

•*5 

♦ 



Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*^ 


• 



Dolby EX 

•*5 




Neo:6 Cinema 


• 



Neo:6 Music 


参 



Mono Movie*3 *4 

参 

• 

• 

• 

Orchestra*] *4 

参 

参 

参 

参 

Unplugged *3 *4 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Studio-Mix*^ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

TV Logic’s *4 

• 

参 

♦ 

• 

All Ch Stereo 

♦ 

♦ 

♦ 

• 

Full Mono 

• 

参 

参 

• 

T-D’4 

参 

• 

参 

参 

Surround Sensation 

参 

• 

• 

参 


*1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、 DTS になります。 

*2 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 

サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選ぶことびでさません。 

*4 DTS 9 日/24は、 DTS で処理されます。 

ソースによっては、選ぶことびでさないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさます。 
(6.1 または 7.1 チヤンネル再生時） 


左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさます。 
(7.1 チャンネル再生時） 
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トウルーエイチデイー 

■ True HD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

TrueHD 

TrueHD 192kHz 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

-^〜 _ 主なソース 

リスニングモード ~ 

ブルーレイ， HD DVD 

ブルーレイ， HD DVD 

Direct 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Stereo 

• 

参 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 

• 

• 




TrueHD 

• 



♦ 



Neo:6 

•*2 






Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*! 

•*2 

♦ 





Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music*^ 

•*2 

• 





Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*i 


参 





Dolby EX 

•*2 






Neo:6 Cinema 


♦ 





Neo:6 Music 


参 





All Ch Stereo 

• 

参 

参 




Full Mono 

♦ 

♦ 

♦ 




T-D 

• 

• 

• 




Surround Sensation 

♦ 

♦ 

♦ 





1サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 
2ソースによっては、選ぶことびでさないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさます。 
(日.1または 7.1 チャンネル再生時） 


左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさます。 
(7.1 チャンネル再生時） 


ごを意 

♦ HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音が発生する場 
合があります。これは音声フォーマツトが再生中に切り換わることが原因の1つと考え5れますが、 
故障ではありません。 


(つづく) 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 

■ DTS-HD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS-HD High Resolution 

DTS-HD Master Audio 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

-〜〜をなソース 
リスニングモード 

ブルーレイ， HD DVD 

ブルーレイ， HD DVD 

Direct 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Stereo 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

Mono 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

DTS-HD High Resolution 

♦ 






DTS-HD Master Audio 




♦ 



Neo:6 

•*2 



•*2 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie i 

•*2 

参 


•*2 

♦ 


Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music*i 

•*2 

♦ 


•*2 

♦ 


Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*i 


参 



♦ 


Dolby EX 

•*2 



•*2 



Neo:6 Cinema 


♦ 



♦ 


Neo:6 Music 


♦ 



♦ 


All Ch Stereo 

参 

参 

参 

♦ 

♦ 

• 

Full Mono 

参 

参 

参 

♦ 

♦ 

参 

T-D 

♦ 

• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

Surround Sensation 

• 

参 

参 

♦ 

♦ 

• 


1サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 
2ソースによっては、選べないことびありまず。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさます。 
(6.1 または 7.1 チャンネル再生時） 


左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさます。 
(7.1 チャンネル再生時） 


ごを意 

♦ HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音が発生する場 
合があります。これは音声フォーマツトが再生中に切り換わることが原因の1つと考え5れますが、 
故障ではありません。 
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■ 


エクスプレス 

DTS Express、DSD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS Express 

DSD*i 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

7 ルチ 
チヤンネル 
(5.1) 

2ch 

~~~主なソース 
リスニングモード 〜〜 

ブルーレイ， HD DVD 

SACD 

Direct 

• 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

Stereo 

• 

参 

♦ 

• 

♦ 

Mono 

参 

参 

♦ 

参 

♦ 

DTS-HD Express 

参 





DSD 




参 


Neo:6 

•*4 



参 


Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

••4 

• 


♦ 

♦ 

Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music で 

•*4 

• 


♦ 

♦ 

Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*。 


• 



♦ 

Dolby EX 

•*4 



参 


Neo:6 Cinema 


• 



♦ 

Neo:6 Music 


• 



♦ 

Mono Movie*3 




♦ 

♦ 

Orchestra*^ 




• 

♦ 

Unplugged *3 




♦ 

♦ 

Studio-Mix*3 




• 

♦ 

TV Logic*3 




♦ 

♦ 

All Ch Stereo 

• 

参 

♦ 

• 

♦ 

Full Mono 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

T-D 

• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

Surround Sensation 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 


1DSD 信号は、 PCM44.1kHz に変換されてから処理されます。 

己 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、 Dolby PUI になります。 
3サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

4ソースによっては、選べないことびあります。 


ごを意 

♦ HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音が発生する場 
合があります。これは音声フォーマツトが再生中に切り換わることが原因の1つと考え5れますが、 
故障ではありません。 



お手持ちの SACD プレーヤーで PCM 出力か DSD 出力かを選択できるときは、 PCM 出力を選ぶことで 
より良い音質でお楽しみいただける場合があります。 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 


■ AAC ソース 


入力信号の種類とフオーマット 

AAC 

マルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル/マルチ 
プレックス 

'''''' 〜〜 _ をな ソース 

リスニングモード ^^--- 

化上旧 S/110° CS デジタル 

Direct 

♦ 

♦ 

♦ 

Stereo 

♦ 

♦ 

参 

Mono 

♦ 

♦ 

♦ 

AAC 

♦ 



Neo:6 

•*3 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

•*3 

♦ 


Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music*^ 

•*3 

参 


Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*i 


♦ 


Dolby EX 

•*3 



Neo:6 Cinema 


♦ 


Neo:6 Music 


♦ 


Mono Movie 2 

♦ 

♦ 

♦ 

Orchestra ^ 

♦ 

♦ 

♦ 

Unplugged *2 

♦ 

♦ 

• 

Studio-Mix で 

♦ 

♦ 

• 

TV Logic ^ 

♦ 

♦ 

• 

All Ch Stereo 

♦ 

♦ 

参 

Full Mono 

♦ 

♦ 

参 

T-D 

♦ 

♦ 

参 

Surround Sensation 

♦ 

参 

• 


1サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PUI になります。 
2サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

3ソースによっては、選べないことびありまず。 


サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選ぶことびでさます。 
(6.1 または 7.1 チャンネル再生時） 


左ちサラウンドノくックスピーカーを接続しているとさだけ選ぶことびでさまず。 
(7.1 チャンネル再生時） 
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音響効果を調整する 


U スニングモードや接続した機器によって音響効果をお好みに調整しておくことびできます。 


1,5 

2〜4 


羣谓スリープ 明るさ 

© 〇 〇 

設をチでンみ馈お？ストト-ン 

-0 〇 〇 
® ◎煩 S 
| 〇©"^〇 
な!が◎を 

DVD をて ^ 是る 

& 

リスニングモード 入で田!換 


1 


設定ボタンを巧す 


設定 

〇 


オーディオ アシャスト 

/▼ボタンを押して「3. Audio Ad 山 Stl を選び、決定ボタン 


2 


を巧す 

設定の表示び出ます。 



3 


V ▼ボタンを巧して設定したい項目を選び、ミ央定ボタンを押 


す 



4 


▲/ ▼ボタンを巧して設定したい項目を選び、◄/►ボタンで 
調整する 



ご 設定ボタンを}甲す 

設定び終了します。 


S 几み 

□又化 

〇 
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リモコンのボタンは 


で表示しています。 


1 


再生する機器を選ぶ 

本体の INPUT ボタンまたは、 U モコンの入力切換 ◄/ ►ボタンを巧 
します。 

• •〜••ページの「音声入力端テの設定」で、何ち割り当てなかつ 
た入力は選択でさません。 


入力 


入力切換 


2 


3 


選んだ機器の再生を始める 

映像機器を再生ずる場合は、テレビなどモニターの入力を切り換え 
る必要びあります。また、 DVD 対応のゲーム機などの再生機器で音 
声出力設定び必要な場合をありまず。 

本体の MASTER VOLUME ツマミまたは、リモコンの音 
量 ▲/ ▼ボタンで音量を調藝する 

音量は Min -1-2 …… 78-79 - Max までの範囲で調整できます。 


4 



ボ U ユーム値を細か<設定でさるよラに音量幅を大さ<持たせてい 
ます。お好みで調整して<ださい。 

リスニングモードを楽しむ 

詳しくは参参ページをご覧ください。 

音が出ないとさ 

接続を確認する： 選んだ入力とは異なる端テに接続されている場合びあります。上記の手順で入力を 
切り換え、順番に再生して音び出るかを確認して<ださい。 

音量を確認する： 部屋の大ささなどにをよりますび、音量の数値は通常30〜4已でお楽しみいただ 
けます。音量びルさずざないか、本体の表示部で音量の数値を確認してください。 


リスニングモードを楽しむ(つづき) 


再生機器を選ぶ 


S 



S 
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を重音声やを重言語の放送などで音声や言語を選択します。 

表ボタンを巧して、表示部に音声の数び「1+1」と表おされたら音声多重放送です。 
Main :主音声を出力します。（お買い上げ時の設定） 

Sub :副音声を出力します。 

M/S :主音声と副音声の両方を出力します。 


インプット モノ 

Input (Mono) 


2チャンネルで収録された入力信号を 「 Mono 」 U スニングモードで再生ずるとさに使用する信号チャン 
ネルを設定します。 

L + R ：左ちチャンネルの信号を両方再生しまず。（お買い上げ時の設定） 

L :左チャンネルの信号を再生します。 

R :ちチャンネルの信号を再生しまず。 

PLHx Music/Neo:6Music 時の音質を調整する 


ご注意 

• 2チヤンネル収録された入力信号のみに効果があります。 

♦スピーカーを2チヤンネル(左もフ□ントスピーカーのみ）に設定しているときは、設定できません。 


パノラマ 

Panorama 


前ちの音場を横ち向に広げることびでさます。 
お買い上げ時の設定は r Off 」 に設定されています。 
On :パノラマ効果をオンにします。 

Off :パノラマ効果をオフにします。 


ディメンション 

Dimension 


音場を前ちまたは後ちへ移動させることびでさます。お買い上げ時の設定は「□」に設定されています。 



. 「0」を中むに、+1、+2、+3にすると後ちへ、一1、一2、 一3 にずると前ちへ移動します。 

-広びり感びありずざたり、サラウンドび強すざる場合は音場を前方に調整するとバランスび良くなり 
まず。逆にモノラル感や音場び狭い感じの場合は音場を後ちに調整するとバランスび良くなります。 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 


センター ウイズス 

Center Width 


• センタースピーカーの音の広びり幅を調整することびでさます 。 Dolby Pro Logic ll/Dolby Pro 
Logic llx では、センタースピーカーびある場合はセンターチャンネルの信号をセンタースピーカー 
からのみ出力しまず。（センタースピーカーびない場合は、左ちフ□ントスピーカーに等分に振り分け、 
幻想のセンター音像を作ります。） 

-この設定では、センタースピーカーと左ちフ□ントスピーカーの配合を調整し、センターの音の重量 
感を調整ずることびでさます。お買い上げ時の設定は「3」ですび、〇〜7の範囲で選択でさます。 


センター イメージ 

Center Image 


サラウンドスピーカーを接続していないとさは、設定でさません。 

rOTS Neo : 6 Music 」 は、2チャンネルで収録されたソースを6チャンネルで再生する U スニングモ 
ードで、左ちフ□ントチャンネルからい<らか差し引いた音声を使ってセンターチャンネルの音声を作 
り出しまず。どの程度音声を差し引いてセンターチャンネルのイメージを作るかを調整します。お買い 
上げ時の設定は「2」でずび、〇〜5の範囲で選択でさます。 



-「0」は左ちのチャンネルから半分（一 6 dB ) 差し引いてセンターイメージを作るため、より中央に寄つ 
た感じになります。視聴位置び中央からかなりずれている場合に効果的です。 

-「己」は左ちのチャンネルから音声び差し引かれないため元のステレオ音声のバランスのまま出力され 



サラウンドバックスピーカーを接続していないとさは、設定でさません。この設定は、ドルビーデジタ 
ルとドルビーデジタルプラスにのみ効果びあります。 

Auto :ドルビーデジタルの日.1チャンネル識別信号びあるときは、 U スニングモードび Dolby 
EX に切り換わりまず。（お買い上げ時の設定） 

Manual :選択可能なずベての U スニングモードを選ぶことびできます。 


シアターデ V メンシゴ ナル時の調整をずる ( T - D ) 


リスニングアングル 

Listn An 呂 I 


視聴をから見た左ちフ□ントスピーカーに対する角度を設定しまず。シアターディメ 
ンシヨナルはこの角度ををとにバーチャル処理を行います。左ちフ□ントスピーカー 
から等 Ef 離で、かつ選択した U スニングアングルに近い視聴位置び理想です。 Wide (広 
い)、 Middle (中間）と Narrow 峨い)の中から選べます。 

お買い上げ時の設定は Middle でず。 


左フ□ントちフロント 
スピーカースピーカー 





視聴者 


フ□ント 

Front 5.1 ch 


接続しているスピーカーをすべて前ちに置いてシアターディメン シヨ ナルを楽しむ場合の設定です。 
Yes :スピーカーを前ちに置いている場合に選びます。 

No :通常の配置にしている場合に選びます。（お買い上げ時の設定） 
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ナイトモード機能を使う 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 再生時のみに効果があります。 

劇場用に作られた映画音声は大さな音とルさな音の差び大さいため、環境音や人の会話などのルさな音 
を聞くには音量を上げる必要びありまず。ナイトモード機能は音量幅をルさくずることびできるため、 
全体の音量を上げずにルさな音を聞こえます。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するとさに便利です。 
この機能は、本機をスタンバイ状態にすると解除されます。 



ナイトモード 
ボタン 


ナイトモードボタンを巧す 

巧すたびにモードび切り換わりまず。 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス 


Off :ナイトモード機能をオフにします。（お買い上げ時の設定) 
Low :音量幅をルさくします。 

High :音量幅をさらにルさくします。 


トウ ルー 

ドルビー TrueHD 


Auto :ナイトモード機能は、自動で On か Off に設定されます。 

(お買い上げ時の設定） 

Off :ナイトモード機能を Off にします。 

On :音量幅をルさくします。 


ブイトモ-ド 



(リモコン) 


ごミ主意 

♦ナイトモード機能は、ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドル 
ビー TrueHD ソフトにのみ効果があります。 

•コンテンツ製作者の意図により、ナイトモードのモードを変えても効果に 
変化のないものちあります。 


(つづく) 
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リスニングモードを楽しむ(つづき) 


一時的に各スピーカーレベルを調整する 


再生中、一時的に各スピーカーのレベルをお好みに調整することびでさます。 
この設定は、本機をスタンバイ状態にすると解除されまず。 



/再生中にリモコンのチャンネル選択ボタンを押して、音量レベルを調壁す 
J , るスピーカーを 選ぶ 


チャンネル選択 

〇 


</ ►ボタンを押して、各スピーカーの音量レベルを調整ずる 

◄ボタンを巧すと音量び下びり、►ボタンを押すと上びります。一] 2 d 日 
〜+ ]2 d 日の範囲で設定でさます。（サブウーファーは、一]已 d 日〜+ 
1 2 dB の範囲で設定でさます。）調整後、何を操作せず已砂たつと元の表示 
に戻ります。 



入カソースにサブウーファー音声要素 ( LFE ) び入っていない場合、サブウ 
ーファーから音び出ないことびあります。 



※調整した値を記憶させたい場合は、テスト I -ーンボタンで記憶させることびでさます。参参ページ) 


58 





















レグザリンクを楽しむ 


ワンタッチプレイについて 


• レグザリンク対応 DVD レコーダーを操作すると、 DVD レコーダーに連動してテレビの電源び r 入」に 
なり、操作した機器に合わせて入力が切り換わります。 

《あらかじめ 「 HDMI 連動設定」び必要でず。 

本機の電源びスタンバイのときでを、テレビに HDMI 信号び伝送され、 DVD を楽しむことびできます。 


テレビの音声を本機のスピーカーで楽しむ 


テレビの U モコンでテレビの音声を本機のスピーカーから楽しむことびでさまず。本機の電源を入れると、 
本機のスピーカーから音びでます。本機の電源を切ると、自動的にテレビのスピーカーから音びでまず。 


テレビ、 DVD プレーヤー、本機の電源を切る 


テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、本機と接続機器の電源を連動して切ることびできます。 


システムスタンバイについて 


♦本機のリモコンや、オフタイマー、省エネ設定の機能などでテレビが r 待機」になったときに、テレビ 
か日のシステムスタンバイが働き、接続した HDMI 連動機能対応（レグザリンク対航機器も同時に電 
源が r 待機」になります。接続機器側がシステムスタンバイに対応している場合、接続機器の電源が待 
機状態になると、本機の電源も待機状態になります。 

《あらかじめ 「 HDMI 連動設定」び必要でず。 


HDMI 連動機能対応（レグザリンク対応)機器について 


AV システム機器 ( AV アンプなど）について 

• AV システム機器の入力状態によっては、本機から音声び出ない場合びありまず。 

• AV システム連動操作中に AV システム機器側の入力を切り換えると、実際の映像と画面ち上の接続 
機器表示び一致しない場合びあります。 

• AV システム機器の電源プラグをコンセントに差す前に、本機の電源を「入」にしてください。この順 
番び逆になると、 HDMI 連動機能を使用したとさに AV システムび正しく動作しないことびあります。 
その場合は本機の電源を入れた状態で、 AV システム機器の電源切/入をしてください。 

《 停電のあとやブレーカーの操作などで本機と AV システム機器の電源び同時にはいった場合にを、 
上記の操作び必要になることびあります。 
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便利な設定に変更する 


スピーカーの 設定をする 


本機に接続してあるスピーカーをはずし、他のスピーカーを接続した場合や増設した場合、スピーカー 
の設定を変更するとさに使用しまず。 

スピーカー環境の設定 


接続したスピーカーの「有/無」と r 大ささ」を設定します。 

スピーカーの 大きさの目ま 

目まとして I す、お手持ちのスピーカーのユニット部び直径]日 cm じ(上 
の場合は rLar 邑 e 」 、それな下の場合は 「 Small 」 を選んでください。 



1 ，" 
2〜10 



設定ボタンを巧す 


設定 

〇 



2 


▲ / ▼ボタンを押してに . Speaker § efu ふを選び、ミ夫定ボタ 
ンを押す 

スピーカーコンフイグ設定表示び出まず。 




3 ミ夫定ボタンを巧すと 「 Subwoofer 」 を設定する表示になるので、 
▲/ ▼ボタンでサブウーファーの r 有/無」を選ぶ 

Yes :サブウーファーを使用ずる場合 
No :サブウーファーを使用しない場合 



^ ▼ボタンを押して 「 Front 」 を選び、 ◄/ ►ボタンでフ□ントス 
^ピーカーの大きさを選ぶ 

Small :ル型のフ□ントスピーカーを接続している場合 
Large :大型のフ□ントスピーカーを接続している場合 

ご注意 

•手順3で 「 No 」 を選択した場合、フ□ントスピーカーは 「 Large 」 に固 
定されるため、この項目は選択でさません。 
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5 ▼ボタンを押して rcntr 」 を選び、イ/ ►ボタンでセンタースピ 
一力一の設定をする 

Small :ル型のセンタースピーカーを接続している場合 
Large :大型のセンタースピーカーを接続している場合 
None :センタースピーカーを接続していない場合 

ご注意 

•手順4で 「 Small 」 を選択した場合は、 「 Large 」 は選択でさません。 



▼ボタンを巧して 「 Suit 」 を選び、イ/ ►ボタンで左もサラウン 
ドス ピーカーの 設定をする 

Small :ル型の左ちサラウンドスピーカーを接続している場合 
Large :大型の左ちサラウンドスピーカーを接続している場合 
None :左ちサラウンドスピーカーを接続していない場合 

ご注意 

•手順4で 「 Small 」 を選択した場合は、 「 Large 」 は選択でさません。 



y ▼ボタンを巧してお11「「を!を選び、 ◄ /►ボタンでサラウンド 
/バックスピーカーの設定をする 

Small :ル型のサラウンドバックスピーカーを接続している場合 
Large :大型のサラウンドバックスピーカーを接続している場合 
None :サラウンドバックスピーカーを接続していない場合 

ご注意 

♦手順6で 「 None 」 を還択した場合は、この項目は還択できません。 
♦手順白でに mall 」 を選択した場合は、 「 Lar 旨 e 」 を選択することはで 
をません。 



ゴラウンドバック チヤンネル . 

▼ボタンを押してに urrBack Ch 」 を選び、イ/ ►ボタンでヴ 
ラウンドバックスピーカーの数を設定する 

Ich :接続したサラウンドバックスピーカーび]つの場合 
(サラウンドバック端テ左に接続して<ださい。） 

2 ch :接続したサラウンドバックスピーカーび2つの場合 

ご注意 

•手順7で 「 None 」 を選択した場合は、この項目は設定でさません。 
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便利な設定に変更する（つづさ) 


Q ▼ボタンを押して rxover 」 を選び、 ◄/ ►ボタンで設定ずる 

ク□スオーバー設定値を環境に合った数値に設定します。 

目安としてサブウーファーを使用ずる場合は、フ □ン トスピーカーの ユニ 
ット部の直径を、サブウーファーを使用しない場合は「スピーカーの環境設 
定」 （ 参参ページ)で最初に rSmaH 」 に設定したスピーカー ユニッ トの直 
径を目まにしまず。 


ユこット部の直径 

クロスオーバー設定値 

20 cm iiLh 

40/已0/曰0 

16〜 20 cm 

80 

13〜1日 cm 

100 

9〜] 3 cm 

120 

9 cm け下 

]已〇(初期設定)/200 


嗦手順がに続く 


Double Bass の設定 

サブウーファーを 「 Yes 馆り）」にしていて、フ□ントスピーカーを 「 Lar 旨 e 」 に設定している場合、サブ 
ウーファーをさらに強調させることびでさまず。 



10 


▲ / ▼ボタンを押して 「 D . Bass 」 を選び、イ/ ►ボタンで設定 
する 

On :サブウーファーを強調しまず。 

Off :ヴブウーファーを強調しません。 



11 設定ボタンを巧す 

設定び終了しまず。 


S 几み 

□又化 

〇 



1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを巧してください。 


62 















視聴位置か s スピーカーまでの距離設定(スピーカーデイスタンス) 


視聴位置からスピーカーまでの距離を設定します。距離を設定することで、それぞれのスピーカーから 
視聴位置までの音の届く時間を一定にし、シアターラックシステムをより快適にお楽しみいただけます。 


1 


設定ボタンを押す 


=/L や 
□又化 

〇 


2 


▲ / ▼ボタンを押してに . Speaker Setu ^ を選び、決定ボタ 
ンを押す 


3 ^/▼ボタンを押して rSpeakerDistance 」 を選び、決定ボタ 
ンを押す 

単位を選ぶ設定び表示されます。 





/ ▲/ ▼ボタンで設定する r 単位」を選ぶ 

meters :距離をメートルで設定する。0.3 m 単位で0.3 m から 9 m の 
範囲で設定でさまず。 

feet :距離をフィートで設定ずる。]け単位で]けから30けの範 
囲で設定でさまず。 

5 ▲/ ▼ボタンを押して 「 Left ! を選び、イ/ ►ボタンで距離を設 
定する 

フ□ントスピーカーから視聴位置までの実際に近い数値に設定しまず。 




( 手順5をくり返し、接続したすべてのスピーカーの距離を設定 
けする 


左フ□ント 
スピーカー 


サブウーファー 


左サラウンド 
スピーカー 


. センター 
スピーカー 

適 


>ちフ□ント 
スピーカー 


ちサラウンド 
スピーカー 


左サラウンドちサラウンド 
—八ック <—バッブ ト 

スピーカー スピーカー 


(つづ <) 63 

























便利な設定に変更する（つづさ) 



• r スピーカー環境の設定」で、 「 No 」 または 「 None 」 を選択したスピーカーは、 
選択でさません。 


• センタースピーカー、サブウーファーはフ□ントスピーカーで設定した 
距離の+ ] .5 m の範囲で調整でさます。 

♦左ちサラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーはフ□ントス 
ピーカーで設定した距離の一4.已 m から+ ] .已 m の範囲で調整でさます。 
たとえば、フ□ントスピーカーを日 m に設定した場合、1.已 m から7.已 
m の範囲で、フ□ントスピーカーを 3 m に設定した場合だと、 0.3 m か 
ら4.已 m の範囲で調整でさます。 

7設定ボタンを巧す 

, 設定び終了しまず。 


=fb 中 
□又疋 

〇 



1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを押してください。 


ス ピーカーの音量レベル調藝（レベルキヤリブレ~シヨン) 


各 スピーカーからの テスト音の音量び同じに聞こえる よ ラに、それぞれの スピーカーの 音量レベルを設 
定します。スタンバイ状態にしてを記憶しています。 

- S ユーティング中は、設定でさません。 

r 設定ボタンを押す « 

1 〇 

2 ^/▼ボタンを巧して！ " S.Speaker Setup 」 を選び、ミ央定ボタ 
ンを押す 



：2 ▲/ ▼ボタンを押して 「 Level ちミ I 」を選び、巧定ボタンを巧ず 

^ 「ヴー」というテスト音び左フ□ントスピーカーより出力されます。 



ご注意 

• r スピーカー環境の設定」で、 「 No 」 または 「 None 」 を選択したスピー 
力一は、 設定できません。 
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A ▲/ ▼ボタンでスピーカーを切り換え、 ◄/ ►ボタンを巧して 
寸 テスト音を調整ずる 

すべてのスピーカーのテスト音び同じ音量に聞こえるように調整します。 
•一] 2 d 日〜 + ] 2 d 日の範囲で調整でさます。 

-サブウーファーは一]已 d 日〜+12 d 日の範囲内で調整できまず。 

C 手順4をくり返し、接続したすべてのスピーカーのテスト音を 
ノ調藝する 



左フ□ント 、センター 、ちフ□ント 
スピーカー ^スピーカー " スピーカー 

A 


サブウーファー 

左サラウンド 



ちサラウンド 
スピーカー 


スピーカー 

伞 

左サラウンドちヴラウンド 
—八ック <—バック ■*- 

スピーカー スピーカー 


/ご設定ボタンを巧す 

U 設就';終了します。 


5凡中 

□又化 

〇 



1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを押してください。 

テスト I ^ーンボタンでテスト音を出して設定することちでさます。 

①テストトーンボタンを巧して、テスト音を出します。 

③次に ◄ /►ボタンでテスト音を調整し、チャンネル選択ボタンでスピーカーを切り換えます。 
③をう一度テストトーンボタンを押ずと、終了します。 
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便利な設定に変更する（つづさ) 


ス と。一 力一 の音場補正 


接続したスピーカーごとに、出力する音域の音量を調整でさます。 

ここでは、それぞれのスピーカーの音域別で音量を調整します。 

=rb 中 
□又疋 

〇 


2 ^/▼ボタンを巧して！ "S.Speaker Setup」 を選び、ミ央定ボタ 
ンを押す 



1 


設定ボタンを押す 


3 


イコライザー 

▲ / ▼ボタンを押して 「Equalizer」 を選び、決定ボタンを押す 


4 ▼ボタンを巧し、 ◄/ ►ボタンを巧して f が J を選ぶ 

^ 「スピーカー環境の設定」参参ページ)で、「 N0 」または 「 None 」 じ(外を選 
択したスピーカーのそれぞれに対して設定でさまず。 


5 ▲/ ▼ボタンで r 調整したい音域(周波数)」を選び、 ◄ / ►ボタ 
ンで調整する 

SW : 2已 Hz 、40 Hz 、 日 3 Hz 、] OOHz 、] 60 Hz の周 
波数を一 6 d 日〜+日 d 日の範囲で調整でさます。 
その他のスピーカー:日 3 Hz 、 2已 OHz 、 ]000 Hz 、 4000 Hz 、 

16000 Hz の周波数を一日 d 日〜+ 6 d 日の範囲で 
調整でさます。 



63 Hz など、ほい周波数はほ音域、 ] 日000 Hz などの高い周波数は高音域 
を表します。 



/f ▼ボタンを巧して fsy を選び、 
U 選ぶ 


/ 


►ボタンで r スピーカー」を 


手順67をくり返し、接続したずべてのスピーカーを設定します。 


7^設定ボタンを巧す 

/設定び終了しまず。 


ミ几み 

□又化 

〇 
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1 つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを巧してください。 


ご注意 

♦ Direct のリスニングモードのときは、効果がありません。入カソースやリスニングモードによつ 
ては、働かないことがあります。 
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便利な設定に変更する（つづさ) 


ソースの設定をする 


2,6 
3〜5 


空おスリープ 


© 〇 〇 
:チ。？ル逗巧巧トト-ン 


-0 0 0 

獲◎愚 S 

r - 二ご -- 一氏了ィトモ-ド 
10 © 〇! 〇 

o1©ro' 〇 

DVD 巧壬- i_ * S 


口 


リスニンヴモード 


， l !^ じ 


1 

2 


設定ボタンを押す 


▲ / ▼ボタンを巧してに. Speaker §efu ら」を選び、決定ボタ 
ンを押す 


入力切換 



設定 

〇 


3 ^/▼ボタンを押して W.Source Setup」 を選び、決定ボタン 
を巧す 

設定の表示び出ます。 




ム ▲/ ▼ボタンを押して設定したい項目を選び、ミ央定ボタンを巧 


ご ▲/ ▲ザタンで調整する 

Name Edit を選んだとさは、 ▲/ ▼ボタンで文字を選び決定ボタンを巧す 
操作を < り返します。（最大] 0文字まで入力することびでさます。） 


/：設定ボタンを巧ず 

U 設励く終了します。 

=/ L 中 
□又化 

〇 
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機器間の音量差を減 6 ず ( InteiliVolume ) 


本機に複数の機器を接続している場合、本機のボ U ューム位置び同じでを機器によって再生するときの 
音量に差び出ることびありまず。この表示を出したまま、入カソースを切り換えて音量を聞さ比べなび 
ら設定すると便利でず。 

•一] 2 d 日〜+ ] 2 d 日の範囲の調整でさます。 

映像と音声の再生にズレがあるとき ( A/V Sync ) 


映像び音声より遅れて再生されるよラなとさ、この設定で映像信号と音声信号を同期させることびでさ 
ます。〇〜] 00 ms (ミ U セカンド：千分の]砂)の範囲を] 0 ms ステップで、音声の遅延を調整するこ 
とびでさまず。 

再生される映像を見なびら調整しまず。 

〇〜] 00 ms の範囲を] 0 ms ステップで調整でさます。映像と音声び同期するよラに、音声の遅延を 
調整してください。 


ご注意 

• この機能は、リスニングモードを rDirectl にしているときのアナ□グ信号には働きません。 


圧縮信号の音質を良 < ずる (Music Optimizer ) 

この機能は、圧縮された音楽信号をより良い音質にします。 MP 3 などの非可逆圧縮ファイルの再生時 
に便利でず。 

Off : Music □が imizer 機能をオフにします。 

□n : Music Optimizer 機能をオンにします。 

ご注意 

♦この機能は、 48 kHz な下の PCM 信号とアナ□グ信号に働きます。また、リスニングモードが 
「 Direct 」 のときは、効果がありません。 


入カソースに名前をつけるには (Name Edit ) _ 

DVD や VCR / DVR などのさ入力に最大] 0文字の名前をつけて表示させることびでさます。 

次の文字を使用でさます。 

ABCDEFGHIJKLMNOP 日 RSTUVWXYZ 
abcdef 旨 hijkimnopqrstuvwxyz 
01234已曰789 

（）+*=/，: :!? 性白） 

▲ / ▼ボタン：入力ずる文字を選びます。 

決定ボタン：選んだ文字を決定します。 

◄ / ►ボタン：一度ま定した後、修正したいとさに文字を選びます。 

消音ボタン：一度決定した文字を取り消したいとさに押します。 

•一度つけた名前を修正ずるとさを同じ手順で行いまず。文字を選んで決定ボタンを押ずと、新しい文 
字び上書さされます。 

-元の入力名に戻したいとさは、文字をずべて消音ボタンで消ずか、空白で上書さしてください。 
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便利な設定に変更する（つづき) 


.ーム設定をする 


1 


設定ボタンを巧す 


設定 

〇 


ボリューム セットアップ 

/▼ボタンを押して「己 . Volume Setup 」 を選び、ミ夫定ボタン 


2 


を巧す 

設定の表示び出ます。 



3 


▲/ ▼ボタンを巧して設定したい項目を選び、◄/►ボタンで 
調藝する 



X 設定ボタンを押す 

A 設定び終了します。 



マキシマムボリューム 

Max Volume (最大音量) 


音量び大さ<なり過ざないよラに、音量の最大出カレベルを設定することびでさまず。参参〜参参の範 
囲内で設定でさます。 

設定しないときは 「 Off 」 を選びます。 


パワー オン ボリューム 

Power On Volume (パワーオン時音量) 


本機の電源を入れたとさの音量を一定に設定しておくことびでさまず。 

Min - 1 •2，‘’79， Max の範囲内で設定でさます。 

ただし 、 Max Volume を設定している場 S ま、その値までしか設をできません。 

本機をスタンノ くイ状態にする前の音量をそのまま残したい場合は r Last 」 を選びます。 



雲爲 スりープ 巧る吉 

© 〇 〇 

設定チで 巧 ル结巧テスト トン 

-0 〇 〇 
廷哲煩 S 
© ◎ 〇 


〇、がノ〇 S 

DVD 巧す -1- 房る 

〇 

宣屋 

の 

'J スニングモー ド 入で切搜 

0-0 


W が 
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HDMI 設定をする 


1,4 

2,3 


呈巧 A リ-ソ 巧の C 

© 〇 〇 

設定チで巧ル结 R テストトン 

-0 〇 〇 

h ツノ >_]—P ———— 夕*—つ一 击； 

◎/妈\0 6 

r ぶ-- I- ぶ-! 了ィトトド 

^0 © 0! 〇 

が!◎ド ◎ 〇 

DVD 巧す- i_ 房る 


の 

'J スニングモード 入で团搜 

0-0 


1 


設定ボタンを巧ず 


2 


▲ / ▼ボタンを押して rs.HDMI SetL ふ!を選び、決定ボタンを 
押す 

設定の表示び出ます。 



= rb み 
己又化 



ク ▲/ ▼ボタンを押して設定したい項目を選び、イ/►ボタンで 
調整ずる 


ム 設定ボタンを押ず 

^ 設定び終了します。 


オーディオテレビアウト 

Audio TV Out 


HDMI 端テか b 音声出力を「ずる/しない」の設定びできます。本機の HDMI 出力端子とテレビの HDMI 
入力端テを接続していて、テレビのスピーカーか b 音声を聞さたいとさなどに設定します。通常は 
「 Off 」 にしておいて < ださい。 

入力信号やテレビによっては、 On にしてを音び出ない場合びあります。 

Off : 出力しません。（お買い上げ時の設定） 

On : 出力しまず。 


(つづく) 
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便利な設定に変更する（つづさ) 


ご注意 

• Audio TV Out の設定び「加」で、テレビか b 音声び出てしぶ場合は、スピーカーから音声び出ません。 

• TV Control の設定び 「 Enable 」 の場合は、 「 Auto 」 になります。 

• お使いのテレビや入力信号によっては、設定び ron 」 でをテレビから音声び出ないことびあります。 
♦この設定を「加」にしているとき、または TV Control の設定を 「 Enable 」 にしているときにテレビ 
を聞いていると、本機の音量を上げると本機に接続しているスピーカーから音び出る場合びあり 
ます。本機に接続しているスピーカーの音を止めるには、設定を変更するか、テレビの設定を変更、 
または本機の音量を下げてください。 

• この設定を「加」にしているとき 、 Power Contral の設定を 「 Enable 」 にしていると、本機びオン 
/スタンバイ状態にかかわらず HDMI 入力端テから入力される音声/映像信号は、 HDMI 出力端子 
に接続しているテレビや他の機器に出力されまず。 


リップ シンク 


Up Sync 


接続したモニターからの情報により、映像と音声のズレを本機で自動的に補正するかどラかを設定します。 
Disable :自動では補正しません。 

Enable :自動的に補正します。 

ご注意 

• U ップシンク機能は HDMI リップシンク対応のテレビに接続している場合にのみ動作します。 

• リップシンク機能によって巧正される遅延時間を、 A/V Sync メニューで確認することができます。 
〇♦♦ぺージ） 


カラー 

X.V. Color 

x . v . Col □「対応のソースやモニターを HDMI 接続したときに 「 Enable 」 に設定ずると、色の表現力び向上 
します。 

Disable : x . v . Col □「を使用しません。 

Enable : x . v . Col □「を使用します。 

ご注意 

•「 Enable 」 にして色びおかしくなる場合は、 「 Disable 」 に設定してください。 

♦詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 


コントロール 

Control 

本機と HDMI 接続した CEC 規格対応機器や RJ 卜 ID* 対応機器と連動動作ずるかどうかを設定しまず。 
Disable : RIHD Contral を使用しません。 

Enable : RIHD Contral を使用しまず。 
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ご注意 

• 接続機器が対応していない場合や、対応しているかどうか分か日ない場合は 「 Disable 」 に設定し 
て < ださい。 

•「 Enable 」 に設定して、おかしな動作をする場合は 「 Disable 」 にしてください。 

♦詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

* 问 HD はオンキヨー製品の連動機能の名称です。本機では HDMI 規格で定め5れている CEC 
に onsumer Electronics Control ) を使用した連動を行うことができます。 CEC に対応したいろい 
ろな機器と連動することびでさますが、问 HD 対応機器と推奨製品 lU がでの動作は保証いたしません。 


パワー コントロール 

■ Power Control 

この設定は 、 HDMI Power Control 機能に対応した機器に接続している場合にのみ動作しまず。 

また、上記のに ontraU の設定び 「 Enable 」 の場合に変更できます。 HDMI で接続された rji ■の 対応機 
器と、電源連動させたい場合に 「 Enable 」 に設定してください。ただし、接続機器び対応していない場 
合や接続機器の設定の状態によっては連動しない場合びあります。 

Disable : Power Control を使用しません。 

Enable : Power Control を使用します。 


• ご注意 

•「 Enable 」 に設定しているときは、本機の待機電力が増えます。 

♦「 Enable 」 に設定しているときは、本機をスタンバイ状態にするとレディモードになり、スタン 
ノ（イインジケーターが点灯します。 

•「 Enable 」 に設定しているときは、本機がスタンバイげ態においても、 HDMI 入力端子か5入力さ 
れた映像信号は HDMI 出力端子に接続されたテレビや他の機器に出力されます 。 Audio TV Out 
の設定が rOn 」 の場合は、 HDMI 音声信号ち HDMI 出力端子か5出力されます。 

♦詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 


■ TV Control 

この設定は、 Contral と Power Control の両方の設定び 「 Enable 」 の場合に変更できます。 

HDMI 接続した iRj 卜 ID 対応テレビから、本機をコント□-ルしたいときに 「 Enable 」 にしまず。 
Disable : TV Contral を使用しません。 

Enable : TV Contral を使用します。 


ご注意 

•テレビが対応していない場合や、対応しているかどうか分か日ないときは、 「 Disable 」 に設定し 
て < ださい。 

♦詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 


ごミち意 

• Control、Power Control、TV Control の設定を変更したあとは、すべての接続機器の電源を一 
度オフにして、再度入れ直してください。また、接続機器の取扱説明書ちぶ、ずお読みください。 

• Audio TV □山;を ron 」 に設定した場合、または TV 仁 ontrol を 「 Enable 」 に設定し、テレビか5音 
声を出す場合、本機のボ U ュームを操作すると、本機につながれたスピーカーか5音が出るよう 
になります。本機の音を消したいとさは、もう一度セットアップ操作やテレビの操作をやり直すか、 
ボリユームを最ルにして < ださい。 
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便利な設定に変更する（つづさ) 


デジタル入カモードを DTS 、 PCM に固定する 



デジタル入力端テび設定されていない入カソースの場合は設定でさません。参参ページ） 

DTS や PCM 信号の再生中にノイズや曲間の頭切れび気になる場合は、設定することをおずすめします。 
デジタル入力を DTS または PCM に固定することびでさます。 



リモコンの入力切換 ◄ / ►ボタンで設定する機器を選ぶ 


入力切換 



2 設定ボタンを約3秒間巧し続ける 

現在のデジタル入カモード 「 Auto 」 び表示されます。表示の後ろの ( 
力端テを表します。 


) は入 


ミ凡中 

□又 化 

〇 



3 「 Auto 」 表示中(約3秒間）に ◄/ ►ボタンを（くり返し)押して、 
デジタル入カモードを選ぶ 

押すたびに、下記のよラに表示び切り換わります。 


广 Auto 如 


- ► PCM ^ —— ► DTS < 


オー【 


Auto ( お買い上げ時の設定）： 

デジタル信号び入力されていないとさは、アナ□グ信号を再生します。 

PCM : 



Aut □で CD などの PCM の巧間で頭切れび気になる場合に選択してください。2チヤンネルの PCM だ 
けび再生でさます。 

DTS : 


Aut □で DTS - CD を再生するとき、 DTS 信号を識別して読み取る間や、 CD の早送り、早戻しをすると 
きのノイズび気になる場合に選択してください。 DTS - HD じ(外の DTS 音声を再生できまず。 


ご注意 

• DTS 対応の CD や L □を再生するときは、必ず 「 Auto 」 または rOTS 」 を選択してください。 「 PCM 」 
を選択すると、ノイズが出力されます。 
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こんなとをには 


お手入れのしかた 


♦柔らかい巧でミちれを軽くふさ取ってください。巧れびひどいとさは、水でうすめた中性洗剤にひたし 
た布をよ<絞ってふさ取り、乾いた巧で仕上げて<ださい。 

♦ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。また、キャビネットに殺虫剤など、揮発性のをの 
をかけないで < ださい。 


故障かな？と思ったとさ 


まず下記の内容を点検してみてください。接続した他の機器に原因びある場合をありますので、他機器 
の取扱説明書を参照しなびらあわせてご確認< ださい。 

■ 修理を依頼される前に 

本機び動作しなくなったり、操作びできなくなったときに、本機のマイコンを U セットずることで、卜 
ラブルび解消されることびありまず。修理を依頼される前に、下記の手順でマイコンを1」セツトしてみ 
てください。 


マイコンのリセツトについて 


登録したレベル設定などをすべてお買い上げ時の 
設定に戻したいとさは、し U 下の手順で本機のマイ 
コンを U セツトでさます。 

電源の入った状態で本体の LISTENING MODE ボ 
タンを巧しなび5、 ON / STANDBY ボタンを押す 

表示部に 「 Clear 」 と表示され、本機の設定びお買い上げ時の状 
態に戻ります。 



ボタン 


MODE ボタン 


「電源 

電源が入らない 

• 電源プラグびコンセントから抜けていないか確認して<ださい。 

• 一度電源プラグをコンセントか b 抜さ、已砂じ(上待ってか b 再度コンセントに差し込んでください。 

「音声 

音芦が出ない 

• HDMI 入力端テの設定や音声入力端テの設定を確認して<ださい。 （参参、 M ) 

• 接続コードのプラグは奥まで差し込んで<ださい。 

• 接続した機器の入力端テ/出力端テに間違いびないか確認してください。 

• 入力び正し <選択でさているか確認して < ださい。 

• 保護回路び働いている可能性びありまず。スピーカーコードびショートしていないか、本機背面の端テ、 
コード、スピーカー背面端テをご確認<ださい。 （参参、参参) 

•スピーカーコードの©、©は正しく接続されているか、スピーカーコードのビニール部分びスピーカ 
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こんなときには(つづき） 

一端テにはさまっていないか確認してください。 （参参） 

• ボ U ューム位置を確認してください。本機は基本的に Min ‘1 ‘2…78,79, Max まで調整できます。 

一般のご家庭で已〇前後までボ U ュームを上げていてを、正常な範囲です。（参参） 

• 接続した再生機器側で出力設定を確認して < ださい。 

• HDMI 入力した音声び出力されない場合は、プレーヤー側の出力設定を変更して<ださい。 

• 接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器に 
よっては初期設定び OFF になっていることびあります。 

• デジタル入カモードの設定の確認を行ってください。 「 DTS 」 や 「 PCM 」 に固定されていると、それじ ( 
外の音声を出力しません。 （参参） 


エラーメッセージが出る 

• 操作中、表示部に表おされるメッセージはけ下の内容を意味します。 

Not available :その機能は使えないということを意味します。たとえば、ドルビーデジタルじ(外の 
入力信号のためナイトモード機能び設定できないときなどに表示されます。 

Muting On :ミューティング(消音)機能び ON になっているため設定できません。 


DTS 、 PCM のインジケーターが点滅している 

• デジタル入カモードを固定している場合、その固定されたフォーマットじ(外の信号び入力されています。 
設定を確認し、デジタル入カモードを 「 Auto 」 にしてください。 （参 ♦) 


センタースピーカーやサラウンドスピーカーか日音が出ない/サブウーファーか日音が出ない 

. U スニングモードによっては、音声の出力されないスピーカーびあります。他の U スニングモードを 
選んでください。 

•再生ずるソースによっては、ドルビープ□□ジック n の U スニングモードは音び出にくい場合びあります。 
•已 . 1 ch 対応の DVD ソフトや日 S デジタルの已 . 1 ch 放送は臨場感を表現する信号び含まれていること 
びをいですび、 CD や一般の放送には含まれていないのび一般的ですので、他の U スニングモードを 
お選び < ださい。 

•パソコンやゲーム機、 DVD プレーヤーなどの接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 


音が良<ない 

• スピーカーコードの©/©び正しく接続されているかご確認ください。 （参参〜参参） 

•自動スピーカー設定をを ラー 度行 ラ か、スピーカーの「有/無とク□ス オーバー 周波数」、「距離」、「音 
量」設定を手動で行って<ださい。 （参参、参参) 

• ピンコードのプラグは奥まで差し込んでください。 （参参） 


レコードプレーヤーの音がルさい 

• レコードプレーヤーびフォノイコライヴー内蔵か、お確かめください。 

• 内蔵していないレコードプレーヤーの場合は別途フオノイコライヴーび必要でず。 


レコードプレーヤーが再生できない 

• MC カート U ッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアンプ 
とフオノイコライヴーび必要です。 
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〈音質について> 

電源投入後] 〇〜30分程度経過したちび音質は安定します。 









特定のスピーカーか! 5 音が出ない 

p - テスト音は出まずか？- 

スピーカーの音量レベル調整で、接続したずべてのスピーカーから個別にテスト音び出ているか確認 
して < ださい。 （参参） 

表示部にスピーカーの表示は出るが、テスト音が出ない 

• 音の出ないスピーカーの接続び正しくない可能性びありまず。 

• スピーカーコードのお線部分び本機のスピーカー端テの金属部で固定されているか確認してください。 
• コードび巧れ巧びったり損傷していないか確認してください。 

テスト音も出ず、表示部にも表示されない 

•スピーカーの設定び正しくない可能性びあります。をラー度、自動スピーカー設定をするか、スピ 
一力一の「有/無とク□スオーバー周波数」の設定を手動で行って < ださい。 （参参） 

テスト音は出るが、音が出ない 

•再生ずるソースによっては音び出にくいスピーカーびあります。 

• サブウーファー音声要素 (LFE) の入っていないソフトを再生している場合、サブウーファーから音 
び出ないことびあります。 

表示と違うスピーカーか目音が出る 

• スピーカーの接続び正しくありません。それぞれのスピーカーび正しい端テに接続されているか確 
認して < ださい。 （参参） 


ー リスニングモードによっては音が出ないスピーカーがありまず- 

センタースピーカーか5しか音が出ない 

• テレビや AM 放送などモノラル音源を再生するときに、 U スニングモードをドルビープ□□ジック 
n またはドルビープ□□ジック nx にすると、センタースピーカーに音び集中します。 

センター スピーカーや サラウンド スピーカー か5音が出ない 

.U スニングモードび 「stereo」、「Mono」 のときは、センタースピーカーやサラウンドスピーカーか 
ら音び出ません。 

サラウンドバックスピーカーから音が出ない 

• 入カソースや U スニングモードによっては、サラウンドバックスピーカーの音び出にくい場合びあ 
りまず。 

サブウーファーから音が出ない 

• 入カ ソースにサブウーファー音声要素 (LFE) び入つていない場合、サブウーファーから音び出ない 
ことびありまず。 


希望ずる信号フォーマツトで聞くことができない (Dolby Di 呂 ita し DTS や AAC のフォ 
ーマツトにな5ない） 

Dolby Digital 、 DTS や AAC の音声を聞くためには、デジタル接続が必要です。 


• 接続した機器でのデジタル出力の設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっ 
ては初期設定でデジタル出力び OFF になっていることびあります。 

• デジタル入力端テの設定の確認を行って<ださい。初期設定と違ラ接続をした場合には、設定し 
直す必要びありまず。 （参参) 
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こんなときには(つづき） 

希望するリスニングモードが選べない 

• スピーカーの接続状況によっては選択でさない1」ス ニン グモードびあります。「入力信号の種類と対 
応する U ス ニン グモード」でご確認ください。 （参参） 


音量調整が80 ( Max )1 U 下で終わる 

• 設定画面を使ってスピーカーの音量調整をした場合は、音量最大値び変わることびあります。 


ノイズが出る 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどをまねると音質び劣化しまずので避けて<ださい。 

• 接続コードび影響を受けている可能性びありますので、接続コードの位置を動かしてみてください。 


ナイトモード機能が働かない 

• 再生ソースびドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD のいずれかになつてい 
るか確認してください。 （参参) 


DTS 信号について 

• DTS 信号を再生しているとさは、本機の DTS インジケーターび点灯します。プレーヤー側での一時 
停止やスキップ操作時に発生するノイズを防ぐため、再生び終了してち DTS インジケーターび点灯 
したままになります。このため、 DTS 信号から急に PCM 信号に切り換わるタイプのソフトは、 
PCM びすぐに再生されない場合びあります。このとさはプレーヤー側で再生を約3砂じ(上中断し、 
再び再生を行ラと正常に再生されます。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしてを正しく DTS 再生びでさない場合 
びあります。出力されている DTS 信号に何らかの処理(出カレベル調整、サンプ U ング周波数変換、 
周波数特性変換など)び行われていると、本機び正しい DTS 信号とみなすことびできず、ノイズを発 
生することびありまず。 

• DTS 対応ディスクを再生しているとさにプレーヤー側で一時停止やスキップなどの操作をすると、 
ごく短時間ノイズび発生ずる場合びありますび、これは故障ではありません。 


HDMI 入力音芦が頭切れする 

• HDMI 信号は、他のデジタル音声信号に比べてフォーマツト認識に時間びかかるため、音の出だしび 
遅れることびあります。 


pj モコン 

リモコンが働かない 

•電池の極性(©、 ©) び、表示通り正しく入っているか確認して<ださい。 （参参) 

•電池を2本とを新しいをのと交換してみて<ださい。 

• (種類の異なる電池の使用や、新しい電池とちい電池の混用はさけてください） （参参) 

• U モコンと本体の間び離れすざていませんか？ U モコンと本体の間に障害物びありませんか？（参参) 
• U モコン受光部に強い光(インパータ堂光灯や直射日光)び当たっていませんか？ (••) 
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オンキヨー製 DVD プレーヤーや Rl ドックの操作がでさない 

•オンキヨー製他機器と刊ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 RI ケーブルを接続 
している場合、オーディオ用ピンコードを接続してください。 （RI ケーブルだけでは正しく連動しま 
せん） （参参） 

• U モコンを本機の U モコン受光部に向けてください。 （参参） 

• 入力表示び正し < 設定されているか確認して < ださい。 （参参） 


f 他機器との接続 

接続した機器の音が出ない 

• 入力切り換えを確認して<ださい。 

• オーディオ用光デジタルケーブルび巧れ巧びったり損傷していませんか？ 

• フオノイコライヴーを内蔵していないレコードプレーヤーは、別売のフオノイコライヴーを中継して 
<ださい。 


P その他 

自動スピーカー設定中に 「Noise Error !」 というメッセージが出る 

• お使いのスピーカーに異常びあることち考えられます。スピーカーの出力などを点検してみてくだ 
さい。 （参参) 


多重音芦の言語を切り換えたい 

• [Input (Mux)」 で主音声/畐暗声を選択します。 （♦♦) 


スピーカーの距離設定が希望通りにな目ない 

• 設定する数値びホームシアターに適した数値に嬌正されることびあります。 （参参) 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していまずび、ごくまれに外部からの雑音や 
妨害ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合びありまず。そのよラなとさは、電源プラグ 
を抜いて、約已砂後にあらためて電源プラグを差し込んで<ださい。 


製品の故障により正常に録音-録画でさなかったことによって生じた損害 (CD レンタル料等）につい 
ては保証対象になりません。 

大事な録音をするとさは、あ b かじめ正し < 録音•録画でさることを確認の上、録音•録画を行って 
<ださい。 


本機の電源コードをコンセントか5抜くときは、本機をスタンバイ状態にしてか5抜いてください。 
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仕様 


商品名 

シアターラックシステム 

形名 

TY-TVR] 000 HD 

実用最大出力 

210W 

フ□ント （ L/R) 

30W+30W(lkHz,6n,JSTA) 

センター 

日 0W(lkHz,6n,JSTA) 

サブウー八一 

60W(100Hz,3n,JSTA) 

サラウンド(スピーカーは別売） 

30W+30W(1 kHz,6 n ,J 曰 TA) 

ム山 — ^ 

U 而子 


HDMI 入力端子 

2 

HDMI 出力端モ 

1 

デバ A ル？ 力 光デジタル入力 

2 

了クル入力 同軸 (COAXIAL) 

1 

アナ□グ音声入力 

2 

アナ□グ音声出力 

1 

スピーカー 


フ□ント 

1 00 mm コーン型フルレンジ X 2 

センター 

80mm コーン型フルレンジ X ] 

サブウー八一 

1 20mm バスレフ型ウーノ V-X 2 

サラウンド音声フォーマット 


Dolby Digital 

• 

Dolby Digital Plus 

• 

Dolby True D 

• 

DTS 

参 

DTS Express Audio 

参 

DTS HD High Resolution Audio 

• 

AAC 

参 

PCM 

• 

DSD 

参 

Theate 卜 Dimensional 

• 

電源 

AC100V 已 0/60HZ 

消費電力 

1 10W 

電源スタンバイ時 

約 0.2W 

寸法 

幅] 日日日 X 奧わ 430 X 局さ 4 已日 mm 

質量 


耐荷重 


天板 

60kg 

棚板 

20k 旨 

底板 

20k 邑 

付属品 

電源コード 
リモコン 

U モコン用乾電池 

HDMI ケーブル(約] .5m) 

光デジタルケーブル(約] .5m) 

ステレオピンコード 
キャスター座 3 個 


仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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用語解説 



サラウンド ( Surround ) 

ドルビーデジタルや DSP の音声モードなどを用 
いた臨場感のある音の総称。 


ドルビーデジタル (Dolby Digital ) 

ドルビー社によって開発されたデジタルマルチチ 
ャンネル音声規格。モノラルから已 .1 チャンネル 
までに対応しています。プ□グラム間でセ U フの 
平均レベルを一定に保つダイア□グノーマライゼ 
ーシヨン、視聴環境の制約に対応してダイナミッ 
クレンジを調整するダイナ S ックレンジ圧縮、ス 
ピーカーの数に合わせて出カチャンネル数を最適 
化するダウン S ックスなど数々の機能び採り入れ 
られています。 DVD - Vide □の標準音声、米国 
DTV の標準音声として採用されています。 

ドルビー EX(Dolby EX ) 

映画館の壁面に配置されるサラウンドチャンネル 
スピーカー、左も側面と背面の3つのセクシヨン(左 
サラウンド、ちサラウンド、バックサラウンド) 
に分割しまず。これによりサラウンドの空間表現力、 
定位感び高められ、360度の回転や頭上を通過す 
るよラな移動音効果をより U アルに体感でさます。 
バックサラウンドチャンネルは左サラウンド、ち 
サラウンドに振り分けることをでさるため、通常 
の已 .1 チャンネルとして、既をのドルビーデジタ 
ル環境で再生することび可能です。 

ドル ビープ □□ジック n 

(Dolby Pro Logic H ) 

ドルビー社によって開発されたマト u ックスタイ 
プのヴラウンドデコード技術。ステレオ音源を已 . 1 
チャンネルであるかのよラな立体音場で楽しむこ 
とびできまず。映画の再生に適した 「 Movie 」 モード、 
音楽再生に適した 「 Music 」 モード、ゲーム機など 
に適した 「 Game 」 モードびあります。 

ドルビープ□□ジック nx 

(Dolby Pro Logic n x ) 

ドルビープ□□ジック n をさらに改良したマト u 
ックスデコード技術。ステレオ音源を 7.1 チャン 
ネル再生するため、かってないほど自然でなめら 
かなサラウンド体験び得られまず。映画の再生に 
適した 「 Movie 」 モード、音楽再生に適した 「 Music 」 
モード、ゲーム機などに適した 「 Game 」 モードび 
ありまず。 


ドルビーデジタルプラス 
(Dolby Digital 円 us ) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な非可逆圧縮の 
高音質音声フォーマットでず。 48 l < Hz のサンプ 
U ング周波数で、最大 7.1 チャンネルをサポート 
しまず。 

ドルビー TrueHDCDolby TrueHD ) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な可逆圧縮の高 
音質音声フォーマットです。 48/96 kHz のサン 
プ U ング周波数で、最大 7. 1チャンネル、 
] 92 kHz のサンプ U ング周波数で最大己.1チャン 
ネルをサポートします。 

DSDCDirect Stream Digital ) 

スーパーオーディオ CD に採用されたち式です。 
1 OOkHz をカバーする再生周波数範囲と可聴帯域 
内] 20 d 日け上のダイナミックレンジび確保でき 
るので、原音に近い音声で録音-再生びでさまず。 

DTS デジタルヴラウンド 
(DTS Digital Surround ) 

米国の D T S 社び開発したデジタルサラウンド フ 
ォーマット。コヒレントアコースティックス 巧号 
化と呼ばれる算法を使用し、圧縮率は通常4:1程 
度と比較的ほくなっています。映画館では フィル 
ムにプ U ント されたタイム コー ドに同期して 
CD - ROM に記録された音声び再生されます。 

DTS - ES エクステンディッドサラウンド 
( DTS-ES Extended Surround ) 

従来の DTS 已 . Ich システムにセンターバックサ 
ラウンドに S ) チャンネルを加えたもので、かつ 
てない音像•定位感を再現します。 DTS - ES には 
「 DTS - ES ディスク U - 卜 6. 1 ch 」 と「 DTS - ES マ 
卜 U ックス 6. 1 ch 」 の2種類びあり、どちらを下 
位互換性を有しているため従来の DTS 已 . Ich 対 
応機器での再生を可能です。 

DTS - ES ディスクリート 
( DTS-ES Discrete ) 

已 .1 チャンネル音声データに拡張データとしてセ 
ンターサラウンドチャンネル音声データを付加し、 
このち式に対応した DTS デジタルサラウンドデ 
コーダーによって完全に独立した 6.1 チャンネル 
音声を再生ずる DTS システム。 
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仕様(つづき） 

DTS - ES マトリックス 
( DTS-ES Matrix ) 

映画館における DTS - ES と同様に、あらかじめ左 
ちサラウンドチャンネルにマト U ックスエンコー 
ドされたセンターバックサラウンドチャンネルを、 
マト U ックスデコーダーを使って復元して日.1チ 
ャンネルとする方式の DTS システム。マトリッ 
クスデコーダーとして Ne □:日に対応した機器を使 
用します。 

DTS Express 

DTS 社び開発した最大己. Ich 、48 l < Hz の□ービ 
ットレート音声です 。 HD DVD のサブオーディオ、 
ブルーレイディスクのセカンダ U —オーディオな 
どに収録される他、放送コンテンツやメディアサ 
ーノ く一などの応用び想定されていまず。 

DTS 96/24 

DTS 96/24 フォー マッ トソースに記録されたお 
張用データを使用して、已 .1 チャンネル再生する 
DTS システム。サンプ U ング周波数 96 kHz 、 量 
モ化ビット数24ビットの高音質で、さめ細やか 
な音声を再現します。 

DTS - HD 八イレゾリユーシヨンオーディオ 
( DTS-HD High Resolution Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な非可逆圧縮の 
高音質音声フォーマットでず。9日 kHz のサンプ 
U ング周波数で、最大 7.1 チャンネルをサポート 
します。 

DTS-HD マスターオーディオ 
( DTS-HD Master Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な可逆圧縮の高 
音質音声フォーマットです。 48/96 kHz のサン 
プ U ング周波数で、最大 7.] チャンネル、 
] 92 kHz のサンプ U ング周波数で最大己.1チャン 
ネルをサポートします。 

Neo : 巨 

DTS 社によって開発された、デジタル•アナ□グ 
を含むすべての2チャンネルソースを日チャンネ 
ルサラウンドにするマト U ックスデコード技術。 
映画に適したに inema 」 モードと音楽に適した 
「 Music 」 モードび用意されています。また、 
DTS - ES マト U ックスのセンターサラウンドチヤ 
ンネル信号の抽出にを使用されます。 
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MPEG -2 AAC 

AAC(Advanced Audio Coding ) ( S . AT&T 社、 
ドルビー社、フラウンホーファー•インスティテ 
ュート •フ ォー •インテグレーティド-サ ーキッ 
卜 （Fraunhofer IIS )、 そしてソニー株式会社の4 
社の高品質マルチチャンネル音声符号化のための 
最先端技術を組み合わせたをので、 IS □と IE 巳の 
共同管轄の下に、 MPEG -2 規格の一部として規格 
化された音声圧縮符号化ち式です。 

従来の MPEG 音声との後ち互換性びないので、従 
来の MPEG 音声デコーダーでは再生でさません。 
わび国のデジタルテレビ音声ち式として採用され 
ています。 


音声 


アナ□グ 

一般的な再生機器に装備されている L / R (白/ホ) 
音声出力端テからの音声を、アナ□グ音声と呼び 
よ9 〇 

デジタル 

デジタル端テは一般的に、 CD プレーヤー 、 DVD 
プレーヤーなどに装備されています。 

ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声を 
聴<とさやデジタル録音ずるとさは、デジタル端 
テと接続してお<必要びありまず。 

光 ( OPT に AL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するため 
の信号で光ケーブルを使用して接続します。 

アナ□グよりを再生や録音びさらに高品位になり 
ます。接続する機器に OPT に AL 端テびある場合 
に使用でさます。音質は同軸デジタルと同等でず。 

同軸に OAXIAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するため 
の信号で同軸コードを用いて接続しまず。 

アナ□グよりを再生や録音びさらに高品位になり 
ます。接続ずる機器に COAXIAL 端テびある場合 
に使用でさまず。音質は光デジタルと同等です。 

ヴンプリング周波数 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換ずるとさの精度。 
44.1 k Hz は]秒間に 44] 00回、96 k Hz は 
1砂間に96000回アナ □ グ信号を読みとつてデ 
ジタルに変換します。 




ダイナ s ックレンジ 

信号を正しく変換する最大のレベルと、雑音等機 
器の性質で制限させる最ルレべ j レの差。 

LFECLow Frequency Effect ) 

ドルビーデジタルや DTS のほ周波数効果音のこと。 
一般にディスクなどの信号に入っているとサブウ 
ーファーび効果的に働さます。 

曰. Ich サラウンド 

視聴位置前ちに設置ずるセンタースピーカー]つ、 
フ□ントスピーカー2つ、横または後ちに設置す 
るサラウンドスピーカ ー2 つで已 ch (チヤンネル）、 
サブウーファーは他のスピーカーよりを再生でさ 
る音域び]0分の]のため、この日本のスピーカ 
一を使って再生することを已 .1 ch サラウンドと言 
います。 

7.1 ch サラウンド 

視聴位置前ちに設置するセンタースピーカー]つ、 
フ□ントスピーカー2つ、横または後ちに設置す 
るサラウンドスピーカー2つ、真後ろに設置する 
サラウンドノくックスピーカー2つで 7 ch (7 チヤン 
ネル)、サブウーファーは他のスピーカーよりを 
再生でさる音域び ] 0分の]のため、この8本の 
スピーカーを使って再生ずることを 7.1 ch サラウ 
ンドと言います。 
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保証とアフ ター サービス 


必ずお読み<ださい 


d 修理-お取り扱い-お手入れについてご不明な点は 


お買い上げの販売店へご相談ください。 

販売店にご相談がでさない場合は、下記の窓□へ 


ま芝エルイートレーディングヴポートセンター 

-お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相 
談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いた 
します。 

• 利用目的の範囲内で、当該製品に関連するまたグルー 
プ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合 
びあ0ます。 


フリーダイヤル 

函 .0120-28-0488 

受イゴ日寺間： 3巨已曰9:00〜20:00 

携帯電話 ‘PHS など 

因0570 -01-0488 (通話料：有料） 

FAX 

03-3258-0470 (通信料：有料） 


[保証書（一体） 〕〔補修用性能部品の保有期間 


♦保証書は、この取扱説明書の ♦♦ ♦シアターラックシステムの補修用性能部品の保有期間は、製造巧ち切 
ページに記載されていまず。 り後8年でず。 


♦保証書は、必ず「お買い上げ曰- 
販売店名」などの記入をお確かめ 
のラえ、販売店から受け取ってい 
たださ、内容をよくお読みの後、 
大切に保管して < ださい。 
♦保証期間はお買い上げの曰から1 
年間でず。 


• 補修用性能部品とは、その商品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 


こ部品について 


• 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合は当社で 
引さ取らせていたださまず。 

• 修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用ずることびあり 
ます。 


修理を依頼されるときは 出張修理 


♦ページに 従って調べていただき、なお異常びあるときは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。 
♦本機は国内専用でず。国外での使用に対ずるサービスは対応でさかねまずので、ご了をください。 


n 保証期間中は 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
まず。なお、修理に際しましては、保証書をご提示く 
ださい。 

□保証期間び過ざているとをは 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売 
店にご相談ください。修理ずれば使巧できる場合は、 
ご希望によって有料で修理させていたださまず。 


n 修理料金のし<み 


修理料金は技術料-部品代などで構成されています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するための料金です。 

部品巧 

修理に使用した部品代金です。 

出張料 

商品のある場所へ技術者を派遣する料金です。 


便利 

メモ 

お買い上げ曰 

年 

巧 

曰 

お買い上げ店名 

電話 （ 

) 





長年ご使用の機器の点検をぜひ！ 


、 

愛情点検 

このよラな 
症状はあり 
ませんか。 

〇電源コードび傷んでいる 
〇煙び出る 
〇変な臭いびする 
〇その他の異常や故障びある 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、使用 
を中止し、必ずお買い上げの 
販売店に点検-修理をご相談 
<ださい。 
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住所.店名 


雨ミ丰 
巧己 古 


★お買い上げ曰 



年 


月 



曰から 




客 

様 


市内 




番号 





市が 


呼 


お 


ふじげな 


様 


あ名 TY - TVR 1000 HD 


東芝シアターラツクシステム保証書 


画張修理 


ま泛エルイ-トレ-デ〇ヴ巧巧舍せ 

干101-0021東京都千代田区列神田吕 一2-1 己凍芝昌平：®ビル） 

本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載内容 
にそった正しいご使用のちとで、保証期間中に故障し 
た場合に、本書記載内容にそって無料修理をさせてし、 
ただくことをお約束ずるちのでず。保証期間中に故障 
び発をしたとさは、本書と商品をご持参のラえ、お買 
し、上げの販売店に修理をご巧頼くださし、。 

修理の際、当社の品質基準に適合した巧が用部品を使 
用することびありまず。 

★印欄に記入びないとさは無効でず。本書をお受け取 
りの際は必ず記入をご確認ください。また、本書は巧 
発行しませんので紛失しないよラに大切に保管してく 
ださし、。 

1 . 保証期間内でち次の場合には有料修理になりまず。 
(イ）誤ったご使用や不当な修理•改造で生じた故障、 
損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、 
損傷。 

( A ) 乂災、天災地変（地震、風水害、落雷など)、 
塩害、ガス害、異常電圧で生じた故障、損傷。 


※この保証書は、本書に明示した期間、条件の 
ちとにおいて無料修理をお約束ずるちのです。 
したびってこの保証書によって保証書を発行 
している者（保証責任者）、およびそれ似外 
の事業ちに対するお客様の法律上の権がを 
制限ずるちのではありません。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の 
保有期間について詳しくは取扱説明書をご覧 
くださし、。 


(二） 本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店 
名の記入のない場合、あるいは字句び書さか 
えられた場合。 

(へ） 車両-船舶などに、備品として使用した場合 
に生ずる故障および損傷。 

(卜）一般家庭用な外（たとえば業務用など）に使 
用された場合の故障、損傷。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要ずる実費を申し 
受けまず。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出 
びない場合は当社にて引さ取らせていたださまず。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効でず。 

This warranty is valid only in Japan . 

巳.ご転居またはご贈答品などで、お買い上げの販売店 
に修理びご巧頼でさない場合には、東芝エルイート 
レーデイングヴポートセンターへご柏談くださし、。 


修理 

修理年月曰 

修理内容 

担当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




-保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保証期間内のサービスま動およびその後 
のま全点検ま動のために利用させていただく場合びございまずので、ご了承くださし、。 

-修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託ずる場合びござい 
ますび、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させまずので、ご了承くださし、。 


ままエルィ-トレ-デ V ：/ヴ巧巧貪せ 

干101 -0021 東京都千げ田区外神田2— 2- 1己(東芝昌平坂ビル） 


★ご販売店 


年 

^1 


本体 

保証期間 


ご住所 
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